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はじめに～2016 年度事業の主な取り組み  

 

  2016 年度、財団は「人と地域を元気にする男女共同参画～男女雇用機会均等法施行 30 年」

をスローガンにすてっぷの第 3 期指定管理事業を中心に自主事業含め取り組んだ。昨年 6 月に

はすてっぷ創設および財団設立１5周年記念事業に取り組み、豊中市、豊中市議会議員、連携諸

団体など多数の市民の参加があり、男女共同参画社会に向けた関心の高さとすてっぷ・財団へ

の期待を感じることができた。すてっぷ利用者アンケートからも事業内容や職員対応に高い評

価を受けていることが分かる（別紙参照）。ここでは、計画の重点に沿って報告する。 

       

１．「第 2 次豊中市男女共同参画計画」の中間見直し、「第 2 次豊中市

DV 対策基本計画」策定への意見が反映 

・豊中市では今年度、「第 2 次豊中市男女共同参画計画」の中間見直し

「第 2 次豊中市 DV 対策基本計画」策定に取り組み、重点項目の設定、

就労支援事業など経験に基づいて発言してきた結果、11 の重点的に取

り組む施策の設定、再就職・就労継続に向けた取り組み、固定的な性別

役割分担意識の解消、複合的な課題を持つ人々へのアプローチ、若年層

への男女平等教育のより一層の推進が強調されるという成果を得た。 

・一方では国の第 4 次計画の大きな課題であり女性の働きにくさの要因

である「長時間労働」について、中間見直しにおいては言及が弱い。今

後も豊中市と協力して企業とのつながりをつくり理解を求めていくこ

とが課題である。 

・すてっぷゼミナール（番外編含め 5 回）は、中間見直しに並行して市

民が豊中市の施策に関心を持ち、学び、交流を通して課題を発見し、計

画に対して発言することをめざして実施した。このような啓発に終わら

ない女性の政策への参画も進めていく。 

・第 2次豊中市 DV 対策基本計画を受け、女性に対する暴力防止と相談・

支援にむけて、豊中市・すてっぷ・財団との効果的な連携が始まること

になり、準備を進めてきたところである。 

 

２．労働による社会参画を支援 

・学習啓発、相談、情報、自主事業などすべての事業分野で「就労支援

のすてっぷ」という市民の認知を広めてきた。１0 月からは、地方創

生推進交付金事業の受託による 2事業（再就職支援と起業支援）をス

タートし、2017 年度も継続する。 

・2 事業は短期間に集中した実施だったが、再就職者数など目標値を達成

した。しかし再就職者11人がすべてパートなどの非正規雇用であること、

起業講座参加者も家事・育児・介護を担うことによって可能な範囲で社

会参加を考えざるをえないケースもあった。固定的な性別役割分担を背

多方面の参加者が和やかに交

流した１5周年交流会 

パブリックコメントに向け学

ぶゼミナール参加者 

起業支援講座をスタート 

再就職支援講座を継続 
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景に結婚・出産で仕事を中断し、安定して働くことが困難な女性の現状

について、事業から見えた点を女性活躍推進の課題として発信していく。 

・相談室では「働く女性のちょこっと相談」の蓄積を生かして、就労継

続を支えるツールとして冊子『働く女性のハンドブック』を作成・配布。

千里や庄内地域で開催した「ちょこっと講座＆相談」や講座などで活用

してきた。 

  

３．孤立しない居場所づくりを継続 

・再就職支援、起業支援講座では連続講座をとおして仲間ができ「一人

で再就職を悩まなくていい」「起業する仲間がいて力を得た」という

声が多く、事業を通した仲間づくりが力になっていることが分かった。

講座終了後も受講生による情報交換などの場が続いている。すてっぷ

も引き続き両講座の受講生の居場所が継続するよう応援する。 

・生きづらさを抱える若年女性向けの取り組みは 3年目を迎え、定期的

に集まる場を設けた。職場と家庭以外に安心して話せる場があり交流

の場を経験し意欲を高めることが、間接的な就労継続につながってい

る。 

 

４．若い世代への呼びかけ 

・生きづらさを抱える若年女性向けの取り組みとして、1 年かけて参加

者がつくりあげるイベント（「おとな女子服交換パーティ」）を実現し

た。事業のなかで得られた蓄積を大切にして、調査研究事業では「シ

ングル女性の仕事と暮らし」をテーマに調査実施を準備している 

・すてっぷフェスタでは「若者の仕事と居場所」をテーマとし、若者支

援をとりあげた。参加者は若者よりも支援者が中心となった。当事者

に届くよびかけは、これからの課題である。 

・すてっぷの相談室は相談者に寄り添いサポートしている。傾向として

はパートナーとの関係に悩む相談が多数を占め、その中にはかなりの

割合で DV が含まれている。対等な関係であるならば本来 DV は起こり

えないことを、若い世代のうちに認識しておくことが望ましい。最近、

交際中の１0 代女性の 44%がデート DV 被害を受けているという民間団

体の調査結果が出された。豊中市でも若い世代への継続的な啓発とと

もに相談への潜在的なニーズに応えられるよう、すてっぷ相談室をも

っと若い世代に知ってもらうよう広報する。 

 

５．地域に根ざし広げる 

・情報ライブラリーは、地域に親しまれる専門図書館として展示に力を

入れている。また、地域との連携にも取り組み 6月の男女共同参画週

仲間づくりがすすむ再就職講座 

ライブラリーまつりの来室者数

は 1日で 1,390 人 

初年度 600 部配布し就労 

継続に生かした 

約 100 人が参加した 

交換パーティ 
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間の市立図書館や学校図書館との連携展示をきっかけに、11 月には女

性に対する暴力防止月間企画で市立図書館と連携を継続した。 

・9月には国際交流協会や市民活動情報サロンと同日開催のイベントと

してライブラリーまつりを行い、育児期の男性向けにパパカフェを企

画した。長時間労働を背景に育児参加の難しさなど男性の生きづらさ

を語る場となった。女性起業者が出店したワンテーブルショップと同

様、新たな参加者を拡大した。今後もすてっぷを活用したい市民の潜

在的なニーズを掘り起こし、賑わいのある施設をつくっていく。 

・11 月にはすてっぷ多目的コーナーにて DV連作パネル展を行い、暴力

防止メッセージを市民に記入を呼びかけたところ、50 人近い方が記入

してくれた。 

・「女性と防災」を手がかりに自治会へ講師派遣しているが、いっそう、

地域組織とつながっていく。 

・豊中市は、子ども・若者支援協議会をつくり施策の重点課題としてい

る。そこで、すてっぷフェスタでは、「若者の仕事と居場所」をテー

マにジェンダーの視点から講演会に取り組んだ。市内の若者支援団体

に展示やブース出展を呼びかけたところ 15 団体の協力を得られた。

講演会にも多数の参加者があり、子ども・若者支援への関心を実感し

た。 

・また、豊中市教育委員会・関係団体と共に男女平等教育推進協議会の

設置に向け議論を重ねてきた結果、2017 年度に発足予定である。 

・「若者の仕事と居場所」をはじめテーマに沿って地域で活動する団体・

NPO などをつなぐ機能は、すてっぷの強みである。今後も、就労支援

や相談など諸事業ですてっぷの取り組みを広報等で分かりやすく見せ

ながら、相互の連携を進める。 

 

６．施設の活性化に向けた取り組み 

・第 3期指定管理から始まった施設の使用承認や使用料徴収時間の延長

に合わせて職員体制を整備し、目的利用相談など裾野拡大にも注力し

た結果、貸室使用率 60％、目的利用割合 70％の目標を達成した。 

・施設の老朽化による突発的な大規模修繕が続いている。施設の活性化

の前提である安心安全のための根本的な設備更新が大きな課題とな

っている。また、附属設備の古さによる利用者離れが懸念され、豊中

市と連携し対策を検討していく。 

・8月末に職員全員が参加する財団ワークショップを実施し、市民活動

支援について役職員がともに話しあった。これがきっかけになって、

市民活動支援の方向を検討し、多目的コーナー（掲示・スペース）の

使い方や若い世代に向けた助成金のスタートにつながった。多目的コ

若者の仕事と居場所を男女共同参

画の視点で考えたフェスタ講演会 

１2団体が出店したワンテーブル

ショップ。今後も継続する。 

若者支援団体が参加した展示 

すてっぷ貸室利用目的の内訳(％) 

役職員が共に市民活動支援に

ついて話し合った 
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ーナーをはじめ、すてっぷの持つ施設という資源を生かし市民がつな

がる場づくりをめざす。 

 

７．インターネットを活用した広報の工夫 

・2016 年度より Twitter による情報発信を開始し、増加するスマート

フォンユーザーへのアプローチを試みた。また、ウェブサイトの見直

しを始め、リニューアル作業に着手している。現在はセンター全体の

取り組みについて効果的に発信する広報体制が不足している。情報

誌・チラシ・掲示物など紙媒体を含めて全体を見直しながら、各媒体

のターゲットや目的を整理し、特性を活かした情報発信を工夫してい

く。 

 

８．業務連携と職場の環境整備 

・水曜日以外の長時間の開館時間、各部署が物理的に離れていること、

仕事の特性の違い、雇用形態、勤務時間の異なる職員が多数働くとい

う職場環境のもと情報共有の難しさがある。日常的にも会議でも情報

共有をはかってきたが、引き続き工夫していく。 

・業務の改革として不十分だが、業務連携に取り組んだ。女性に対する

暴力防止パネルの制作や 4 月から始まる「ツキイチすてっぷ」（定期

的に市民が集う場づくり）の企画・実施で内部の共同作業を進めてき

た。この経験を広げ部署を越えて協力し、多目的コーナー（掲示・ス

ペース）の活性化をはじめとした事業に取り組む。 

・職員が元気になる運営や取り組みは、業務改革の基礎であり、これま

で以上にすてっぷを活気づけるとともに、外に対する発信力を高め、

地域に頼られるセンターとして機能する土台となる。 

このような認識のもと、「安心して働ける風通しのよい職場づくり」

に向けハラスメント防止研修への管理職派遣や職場研修など取り組

みをスタートさせた。 

今後も日常的な挨拶をはじめとするコミュニケーション、研修など

に取り組む。あわせて、風通しのよい職場づくりを進めていくため、

各部署の事務分掌の整理や事務の効率化、会議運営の改善などに取り

組む。役職員が参加するワークショップのように立場にかかわらず意

見を出し合える場を重ねていく。 

登録団体や市民と共に多目的

コーナーをより魅力的に 

職員のアイデアで新たに気軽

に集まる場を連携企画した 

初年度は発信中心にスタート 
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とよなか男女共同参画推進センターすてっぷ 施設概要 

 

（１）設置目的 
 

社会のあらゆる分野への男女の均等な参画及び男女の人権の確立を図り、男女が社会の対等な

構成員としてその責任を分かち合い、共に築く男女共同参画社会の実現をめざし、豊中市に男女

共同参画推進センターを設置する。（とよなか男女共同参画推進センター条例第１条） 

 

 

（２）施設概要  

 

施 設 名  とよなか男女共同参画推進センターすてっぷ 
 

所 在 地  大阪府豊中市玉井町1丁目1番1-501号（エトレ豊中５階） 
 

施設規模  すてっぷ床面積 2,309.64㎡(ビル敷地面積 3,684.68㎡) 

鉄筋コンクリート造、地上9階･地下5階建 5階部分 
 

休 館 日    毎週水曜、12月29日～1月3日 
 

開館時間    9:00～21:30（貸室、フリースペース） 
 

※情報ライブラリー 

月～土曜 10:00～20:00、日曜 10:00～17:00 

休室日：水曜、祝日（日曜の場合は翌日）、毎月最終火曜、年末年始、特別整理期間 

  

  

（３）館内案内 
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＜主な施設内容＞ 
 

貸 室 
※1 

ホール すてっぷホール(1)、楽屋（2） 

セミナー室等 セミナー室(5) 、視聴覚室(1) 

有料サービス設備 印刷機、コピー機、グループロッカー、コインロッカー 

フリースペース等 ロビー、多目的コーナー、キッズスペース、授乳室 

特記事項 

・ＡＥＤ(自動体外式除細動器)を設置している。 

・「赤ちゃんの駅 ※2」に指定されている。 

・認知症サポーターのいる施設である。 

・点字ブロック案内板、貸出し用車椅子がある。 

※1  とよなか国際交流センターとの共用施設として、料理室、音楽・健康づくりルーム、 

プレイルームが６階にある。 

※2  乳幼児連れの保護者が安心して外出できるような授乳やおむつ交換が可能な 

  スペース、乳幼児の遊び場を提供できる施設として豊中市が指定した施設等。 
 
 

（４）すてっぷの名称について 
 

Station（拠点） 

Toyonaka（豊中） 

Empowerment（人の力を引き出す） 

Partnership（男女が対等なパートナーとして社会を形成していく） 
 

の頭文字と英語のSTEP（あゆみ）をかけ、親しみやすいようにひらがなになっている。 

 

すてっぷのマークは「す」をモチーフに２１世紀に力強く飛翔発展

するイメージを図案化したもので、次のとおり表現している。 

 

円は希望輝く太陽と男女平等へのみなぎる活力 

円弧は未来への限りない躍進 

直線は男女共同参画社会実現への人・もの、それに情報発信と、自

立への高鳴る息吹 

楕円は交流の輪とエンパワーメントを支援する拠点 

 
 

（５）主な事業内容 
 

事業の種類 内 容 

情報の収集・加工提供事

業 

男女共同参画社会の実現に関わる情報の収集・提供及び加工・発

信 

相談事業 
性別に起因する人権の侵害や悩みなどから女性をサポートする。 

専門相談員による相談や他機関とのネットワークによる支援 

市民活動の支援及び交流

の場の提供事業 

地域で活躍する市民グループ等に対する活動の場の提供、活動に

関する相談や情報提供 

講座の開催及び啓発事業 ジェンダー平等、女性の就労支援等の学習啓発事業の実施 

調査及び研究事業 男女共同参画社会実現に向けての課題発見や実態調査などの実施 

施設提供事業 
男女共同参画の推進に関する会議研修催し等へのセンター施設の

提供 
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１．男女共同参画の推進に関する情報の収集･加工及び発信事業  
  
男女共同参画社会の実現に関わる専門図書室として、多様で幅広い情報を収集・提供・加工・発信

する情報センターであり、女性のエンパワメントや性別役割分担意識の解消などに役立つ情報を提供

した。 

 

（１）事業の概要 
 

① 情報の収集・提供 

② 情報の加工・発信 

③ 情報ネットワークの形成 

④ 情報活用（就労支援情報コーナーの運営） 

⑤ その他 

 
 
＜情報ライブラリー利用案内＞ 
 

 
 

１ 利用時間 
月・火・木・金・土曜日10:00～20:00／日曜日 10:00～17:00 

（休館日、祝日、蔵書点検期間、年末年始を除く） 

２ 対象 豊中市内外の一般市民 

３ 貸出点数 
図書・雑誌・映像資料 計10点まで（映像資料は1点のみ） 

※貸出には、すてっぷ情報ライブラリーカードの発行が必要 

４ 貸出期間 図書・雑誌は2週間／映像資料は1週間 

５ その他貸出 
特別貸出（団体向け）・一時貸出・リクエスト・貸出中の資料の予

約 

６ 

その他の 

提供サービス 

 

映像資料の館内視聴 

館内所蔵資料検索端末のサポート 

ハローワークインターネット求人検索のサポート 

夜間自習席の提供（17:00～20:00） 



■事業実施実績一覧表＜情報＞

No
主催
共催

情報の
収集・提供

情報の
加工・発信

情報ネット
ワークの
形成

情報
活用

その他

1 主催 すてっぷ情報ライブラリーの運営 ● ● ● ● ●

2 主催 テーマ展示 ●

3 主催 コーナー展示 ●

4 主催 保育つきライブラリー ●

5 主催 えほんのひろば ●

6 主催 館内展示・チラシ配架 ● ●

7 主催 特別貸出 ●

8 主催 情報相談 ● ●

9 共催 男女共同参画週間連携事業キャンペーン ● ● ●

10 主催 多目的コーナー展示及び映像資料上映会 ●

11 主催 企画展示「あなたの心に寄り添う名言集」 ● ●

12 主催 おとうさんのひろば ●

13 主催
すてっぷフェスタ2017連動企画・
リサイクル本配布

●

14 主催 すてっぷウェブサイト管理 ●

15 主催 Twitter運用 ●

16 主催 情報誌「すてっぷON!」の発行 ●

17 主催
15周年記念誌
「すてっぷと共に15年さらなる一歩を」発行

●

18 主催
映画「未来を花束にして」によせて
～藤枝ライブラリーより一葉を添える～

● ●

19 主催 展示パネル制作 ● ●

20 主催 パネル貸出 ● ●

21 主催 ライブラリーまつり ● ● ●

22 共催 女性に対する暴力防止月間連携展示 ● ●

23 - 地域の連絡会議への参加 ●

24 - 市立図書館資料返却箱の設置 ●

25 主催 就労支援情報コーナーの運営 ●

26 主催 音訳資料の提供 ●

27 主催 夜間自習 ●
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（２）取り組み概要 
 

 
【基本方向１】利用促進のために 
・男女共同参画の専門図書室という情報ライブラリーの特徴を積極的にアピール 
・（SLA評価目標）蔵書回転率1.1回／年を維持 
 
 

主な取
り組み 

・業務分担や作業手順の見直しによるルーティン効率化。定期的な資料購入の実施。 

・面展台展示（新設3箇所／全8箇所）、手書きPOP、レイアウト変更、書架面出し（新設
22箇所）で目新しさと専門図書室らしい所蔵資料を提案。 

・主催事業以外の事業（協賛等）、国際交流センター事業へパッケージ貸出実施。 

・除籍要綱に基づいた除籍判断基準の整備と作業プロセスを見直し、書庫整理を進め
た。 

成 果 ・資料の定期的な受入、展示箇所の増設を行ったことが、利用者アンケートでも好評で
あった。 

・貸出冊数の増加により、回転率1.22達成（2015年度1.17）。 

・書庫を圧迫していた行政資料の除籍、雑誌の整理を進め、定期業務へと整備した。 

・図書システム活用により除籍の処理作業時間を大幅に短縮、業務改善につながった。 

課 題 ・引き続き一般利用者の貸出数増加と、継続的な新規来室者数獲得が必要。 

・展示の工夫や新しいイベント提案など新規取組みには、必要な時間・人員の確保が不
可欠である。これまで以上に業務改善を継続しつつ適正な人員体制の検証が必要。 

・図書システム活用による継続した業務改善。 

・ウェブサイト、Twitterの有効活用による広報強化。 

 
＜参考：蔵書回転率＞ 達成回転率 1.22 
回転率＝ 貸出冊数 ／（期首所蔵数＋期末所蔵数）÷２ 
※SLA 評価水準（回転率）達成すべき数値 1.1／ 最高水準値 1.3 

 

【基本方向２】市民に役立つ情報発信 
・すてっぷの重点課題関連情報や取り組みを多様な媒体を活用して積極的に周知 
・ウェブサイトアクセス件数55,000件/月を目標設定 
 
 

主な取
り組み 

・ウェブサイトアクセス件数の詳細分析、他センター事例を収集、一部改訂を行った。 

・SNS（Twitter）による情報発信の開始。 

・SNS、ブログを含めたWEB媒体全般とウェブサイトリニューアルに向けた検討を開始。 

・すてっぷON!vol.12～14を発行 

成 果 ・Twitter等による情報発信の方向性、他センター事例の情報収集を通じて、ウェブサ
イトリニューアル検討を進め、新規システム上でのリニューアルを決定し着手した。 

・アクセス件数の観測数値について、市に現状の確認と情報共有を行った。 

課 題 ・現状のホームページではスマートフォン未対応で、アクセス件数は低下傾向にある。 
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・新規ウェブサイト作成の作業工数確保、CMS（Wordpress/スマートフォン対応）導入
の技術的知識の習得。 

・すてっぷON!をはじめとした紙媒体や展示を含めた、センター全体の広報・情報発信
体制の検討が必要。 

 
【基本方向３】地域の課題解決に貢献する連携事業 
・他機関へのパッケージ貸出に努め、情報ライブラリーに来たことがない人にも資料に接す
る機会を増やし、来館利用につなげる 

 
 

主な取
り組み 

・主催事業以外の事業（協賛等）、国際交流センター事業へパッケージ貸出実施。 

・駅前3施設での同日開催イベントとしてライブラリーまつりを実施。 

・ライブラリーまつり後の常設化イベントをスタート（おとうさんのひろば、名言集掲
示）。 

・市立図書館、学校図書館との連携展示、パネル展示を実施（6月・11月）。 

成 果 ・パッケージ貸出、パネル貸出（DV防止パネル）、上映権つき映像資料など団体利用の
問い合わせ、利用の増加。 

・ライブラリーまつりでの来室者数1,390人／日（2016年4月～8月平均323人／日） 

・市立図書館との連携を継続的に提案したことで、定期連携への足がかりとした。 

課 題 ・近隣施設のイベント時のパネル貸出ニーズに対応したパネル作成、拡充。 

・新規利用者獲得に向けた広報活動、利用者を定着させる常設イベント実施などの工
夫。 
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（３）事業実施状況 

 
1) 情報の収集・提供 
 すてっぷ情報ライブラリーの管理状況（2016年4月1日～2017年3月31日） 
 
＜情報ライブラリー利用状況＞ 

  
開室日

数 
来館者数 

新規登録者数 
図書等

の予約 

情報 

相談数 

就労 

ｺｰﾅｰ 

利用数 

夜間 

自習 

利用数 合計 
（女

） 

（男

） 
（他） 

4 月 24 6,903 38 29 9 0 47 14 25 52 

5 月 24 7,603 54 40 14 0 41 17 25 87 

6 月 24 7,229 68 49 18 1 30 22 11 99 

7 月 24 8,517 53 40 12 1 50 20 23 98 

8 月 24 8,561 84 69 13 2 36 18 25 104 

9 月 23 8,881 39 32 6 1 40 13 15 93 

10 月 25 7,753 58 39 18 1 77 8 23 167 

11 月 23 6,637 34 31 7 -4 36 11 11 109 

12 月 16 4,333 31 24 7 0 23 6 9 70 

1 月 22 7,086 52 32 20 0 52 14 21 156 

2 月 23 8,522 52 43 9 0 38 13 35 172 

3 月 24 8,205 55 40 15 0 58 12 41 112 

合計 276 90230 618 468 148 2 528 168 264 1319 

月 

平均 
23 7,519 52 39 12 0 44 14 22 110 

 
＜資料貸出実績＞ 

 利用 

総冊数 
一般図書 児童書    雑誌 行政 ＡＶ 館内視聴 一時貸出 

4 月 1,889 1,289 207 103 17 124 148 1 

5 月 1,794 1,116 223 136 70 132 116 1 

6 月 1,862 1,142 372 120 0 105 122 1 

7 月 2,519 1,701 438 152 0 91 135 2 

8 月 2,549 1,909 297 126 1 98 113 5 

9 月 2,095 1,465 268 125 4 135 97 1 

10 月 2,513 1,721 331 232 0 123 106 0 

11 月 2,304 1,766 250 126 0 99 63 0 

12 月 1,764 1,350 216 92 0 62 44 0 

1 月 3,150 1,802 278 571 294 88 117 0 

2 月 2,343 1,631 311 139 1 97 160 4 

3 月 2,087 1,231 327 159 0 149 221 0 

合計 26,869 18,123 3,518 2,081 387 1,303 1,442 15 

月平均 2,239 1,510 293 173 32 109 120 2 
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＜所蔵実績＞ 

種 類 分 類 冊・本数 前年度 増減 

図書 

00 総記 396 438 -42 

01 哲学 716 702 14 

02 歴史･地理 1,073 1,069 4 

03 社会科学 4,904 5,002 -98 

3A 労働 926 952 -26 

3B 女性学･男性学 3,981 3,941 40 

04 自然科学 1,177 1,233 -56 

05 工学 733 749 -16 

06 産業 220 221 -1 

07 芸術 1,065 1,047 18 

08 語学 137 137 0 

09 文学 3,397 3,326 71 

児童書 2,252 2,155 97 

小計 20,977 20,972 5 

雑誌（タイトル数） 

専門誌 187 187 0 

一般誌 7 7 0 

小計 194 194 0 

ビデオ・DVD 

教材 230 226 4 

ドキュメンタリー 123 121 2 

アニメ 8 8 0 

アート 9 9 0 

ＴＶ 24 24 0 

映画 354 354 0 

その他 35 30 5 

小計 783 772 11 

貸出可能な資料合計 21,954 21,938 16 

ミニコミ 専門ミニコミ 128 128 0 

行政資料※ 行政資料 4,978 6,186 -1,208 

ポスター 
国内 197 195 2 

海外 68 68 0 

帯出禁止資料合計   5,371 6,577 -1,206 

除籍点数 1,733 

※購入以外に寄贈による増加を含む 
※開室以来実施できていなかった行政資料について除籍基準を整備し大規模除籍を実施した。 
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＜行政資料の受入・開架＞ 
 
すてっぷ情報ライブラリーは、市の公共施設としての性格を持つことから、豊中市の各種行政資料
を受け入れている。また、専門図書室として、都道府県・市町村の男女共同参画施策に関する資料
も収集提供している。 
本年度は書庫内の古い行政資料の整理に着手し、1,247点の除籍を実施し書庫整理に努めた。（昨年
度除籍数380点）今後は、一定の基準を設け、業務が停滞しないよう資料の整理と開架につとめる。 
 

左：豊中市行政資料 
  原則1年開架 

右：全国都道府県、市町村 

  の男女共同施策に関  

する行政資料。 

原則5年開架と定めた 

 
 
 
 

 
 
（詳細は附属明細書を参照） 
・テーマ展示 
・コーナー展示 
・保育つきライブラリー 
・えほんのひろば 
・館内展示・チラシ配架 
・特別貸出 
・情報相談 
・男女共同参画週間事業連携展示キャンペーン 
・多目的コーナー展示及び映像資料上映会（6月） 
・ライブラリー内企画展示「あなたの心に寄り添う名言集」 
・おとうさんのひろば 
・すてっぷフェスタ2017連動企画・リサイクル本配布 
 

2) 情報の加工・発信 

①すてっぷウェブサイト管理状況（2016年4月1日～2017年3月31日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すてっぷ Twitter ホーム画面 
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＜ウェブサイト運用状況＞ 

 ホームページ ブログ Twitter 

  アクセス数 
ビジター

数 

ページビ

ュー数 

投稿

数 

ページ 

ビュー 

ツイー

ト数 

インプ 
レッショ

ン 

リンクの 
クリック

数 

リツイー

ト 
いいね 

4 月 52,318 9,124 21,142 8  541 43 4,758 31 13 7 

5 月 54,729 9,893 21,995 7  607 61 14,483 42 18 4 

6 月 52,131 9,453 20,376 8  640 44 4,826 15 2 0 

7 月 46,880 8,323 18,764 10  861 59 5,936 25 1 2 

8 月 47,533 8,461 19,999 6  880 70 8,405 30 4 1 

9 月 51,640 8,735 22,170 11  735 94 8,438 33 10 4 

10 月 45,843 8,613 19,990 8  564 66 7,287 32 3 3 

11 月 46,542 7,874 18,552 9  626 66 9,945 19 6 59 

12 月 45,688 7,707 20,382 4  867 79 7,872 23 3 5 

1 月 48,353 8,588 22,210 5  456 78 9,464 31 2 7 

2 月 48,880 8,950 21,443 8  848 90 11,018 29 7 9 

3 月 52,133 9,368 24,333 9  1,035 60 9,556 27 0 29 

合計 592,670 105,089 251,356 93  8,660 810 101,988 337 69 130 

月平均 49,389 8,757 20,946 7.8 722 67.5 8,499 28.1 5.7 10.8 

ウェブサイトアクセス件数／月 

（含ブログ） 
50,110      

アクセス件数：SLA対象値、月平均50,000以上 

ビジター数：アクセスした人数、30分以内の同一人はカウントしない 

ページビュー数：閲覧されたページ数 

※2016年度よりホームページのページビュー数を計測開始。 

 

＜アクセス件数前年度比較＞ SLA評価値 50,000件／月以上 （最高水準値 75,000件／月） 

  ホームページ ブログ ウェブサイトアクセス合計 

（含むブログ）   アクセス数 ページビュー 

  年合計 月平均 年合計 月平均 年合計 月平均 

2016 年度 592,670 49,389 8,660 722 601,330 50,111 

2015 年度 648,334 54,028 6,165 514 654,499 54,542 

・ブログページビュー数は更新回数により向上したがホームページ単独では低下傾向にある。 

 

＜Twitter運用＞ 

・開始初年度につき情報発信を基本に取り組んだ。 

・今年度内に月インプレッション数10,000達成を目標に設定し、フォロー先の増加などに取り組んだ。 

・2017年度2月期にはインプレッション数11,018を達成、3月期にはフォロワー数が91に増加した。 

 

 ツイートインプレッション数 フォロー数 フォロワー数 

2016年4月開始時 4,758 54 0 

2017年3月 9,556 147 91 

 
 
 
 
 

すてっぷウェブサイト 
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②発行物・制作物 
 
（詳細は附属明細書を参照） 
・情報誌「すてっぷON！」の発行 
・15周年記念誌「すてっぷと共に15年 さらなる一歩を」発行 
・映画「未来を花束にして」によせて～藤枝ライブラリーより一葉を添える～ 
 
・展示パネルの制作 
ジェンダー統計や、豊中市の男女共同参画施策をテーマにパネル作成し、館内掲示し啓発をはかる。 
 
＜制作実績＞ 

  点数 

１ 女性と男性 政治参画と女性リーダーについて 4点 

２ わたしさえがまんすれば…女性をとりまく暴力という課題 15点 

３ パープルリボンとすてっぷ 1点 

４ 数字でみる男女共同参画 4点 

 合計 24点 

・パネル貸出 
所蔵するパネルを、公共施設、他センターなどへ貸出している。 
 
＜貸出実績＞  

 貸出先 内容 期間 

１ 豊中市立図書館 

野畑・岡町・蛍池・千里・庄内 

DV防止パネル セット 2016年11月1日～2月28日 

（各館で約10日前後の実施） 

２ 西東京市男女平等推進センタ

ー 

DV防止パネル 

（PDFデータで提供） 

2016年11月12日～25日 

 

3）情報ネットワークの形成 
 
（詳細は附属明細書を参照） 
・ライブラリーまつり 
・男女共同参画週間事業連携展示キャンペーン（再掲） 
・女性に対する暴力防止月間連携展示 
 
・パネル貸出（再掲） 
 

（１）政治参画パネル （２）女性に対する暴力防止パネルの連携展示（野畑図書館） （３）数字でみる男女共同参画 
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・地域の連携会議、イベントへの参加（８.ネットワーク会議開催・参加状況にも記載） 
 
＜子ども読書推進会議＞ 
子どもと本をつなぐ担い手として、関係部局に所属する実務担当者が、相互の情報交換、課題の共
有、人と情報の交流の中でそれぞれの活動に返して課題解決のための一助となることを目的として開
催される会議 

団体名 子ども読書推進会議 

参加団体 豊中子ども文庫連絡会、豊中私立幼稚園連合会、豊中市民間保育園連合会、 

こども未来部（こども相談課、こども事業課）、健康福祉部健康増進課、 

（福）豊中市社会福祉協議会、豊中人権まちづくりセンター、蛍池人権まちづく

りセンター、豊中図書館の未来を考える会、おはなしボランティアポケット、 

NPO 法人ファザーリング・ジャパン、おやこでにほんご、教育委員会（読書振興

課、学校教育課、生涯学習課）、（公財）とよなか国際交流協会、（一財）とよな

か男女共同参画推進財団 

※参加会議は、附属明細書のネットワーク一覧参照 

 

・市立図書館資料返却箱の設置、管理 

市立図書館の返却ボックスをすてっぷ情報ライブラリー前に設置している。 
市民からの問い合わせ、誤投函などへの対応を行っている。 

 

4）情報活用 
 
（詳細は附属明細書を参照） 
・就労支援情報コーナーの運営 
 
・音訳資料の提供 
情報誌「すてっぷ ON！8～12」を音訳ボランティアに依頼し、所蔵資料として配架した。 

岡町図書館、障害福祉センターひまわりへ寄贈。 

 

5）その他 
 
・夜間自習 

閲覧利用者の少ない夜間17：00～20：00において、夜間自習席（10席）を設け、施設の有効活用を図

る。利用にはすてっぷ情報ライブラリーカードを発行し、所蔵資料の案内等を適宜行っている。 

＜夜間自習席利用者数＞ 

2016年4月1日～2017年3月31日 1,319人 
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２．男女共同参画社会の実現をめざす市民活動の支援及び交流の場の提供事業 
  

男女共同参画推進の拠点として市民と行政をつなぐ中間支援的な立場で、ＮＰＯ、市民団体、市民

の多様な活動をサポートした。男女共同参画社会をめざす市民の自主的な企画、事業を支援し効果的

な運営を図り、市民をつなぐ場とした。 

 

 

（１）事業の概要 

 

  ①市民活動支援 

 ・すてっぷ登録団体支援（助成金事業等） 

 ・自主グループ支援 

 ・協賛事業、後援事業、協力事業 

 ・自習室Myすてっぷ 

  ②市民活動のネットワーク形成・支援 

 ・すてっぷ登録団体支援（交流促進等） 

 ・ＥＳＤとよなか連絡会議 

 ・とよなかの市民活動・共同デスク実行委員会 

 ・男女共生教育連絡会議（仮称）準備会 

  

 

（２）取り組み概要 

 

【基本方向１】市民活動を支援し、市民とのつながりを広げる 

主な取

り組み 

・すてっぷ登録団体支援 

・すてっぷ登録団体世話人会による会議（6回）、すてっぷ主催会議（3回） 

・すてっぷ登録団体対象の多目的コーナー（掲示・スペース）活用のワークショップ 

・自主グループ支援 

・協賛、後援、協力事業 

成 果 ・すてっぷ登録団体事業助成金事業による活動支援 

・すてっぷフェスタにおける登録団体の活動発表 

・自主グループ 2グループがすてっぷ登録団体に申請し認定 

・すてっぷ登録団体事業助成金事業や協賛、後援、協力事業での施設利用層拡大と認知度

向上 

課 題 ・市民に対してすてっぷの事業や取り組みを積極的に説明し、相互理解を深める 

・多目的コーナーの活性化 

・若い世代の市民活動に対する男女共同参画の推進 

・新たな団体づくり支援と既存の市民活動団体をすてっぷ登録団体へ 

 

【基本方向２】新しい層への利用や講座参加の呼びかけ 

主な取

り組み 

・ワンテーブルショップの開催（受託事業を含む） 

・自習室Myすてっぷとその利用者への広報活動 
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成 果 ・ワンテーブルショップ出店募集で新たな利用者層を獲得 

課 題 ・ワンテーブルショップの継続実施 

・自習室Myすてっぷや夜間自習利用者への働きかけ方を検討 

 

【基本方向３】つながりを深め、支援する側の力を高める 

主な取

り組み 

・ＥＳＤとよなか連絡会議、とよなかの市民活動・共同デスク実行委員会、男女共生教育

連絡会議（仮称）準備会への積極的参加 

成 果 ・男女共生教育連絡会議（仮称）準備会から男女平等教育推進協議会として発展改組 

課 題 ・男女共同参画の視点に立った提案を積極的に発信 

・他機関から得た情報を市民活動支援につなげる 

 

 

（３）事業実施状況（詳細は附属明細書を参照） 

 

1) すてっぷ登録団体支援 

① すてっぷ登録団体交流促進 

② すてっぷ登録団体事業助成金事業の概要と募集 

③ すてっぷ登録団体事業助成金事業の実施状況 

④ すてっぷ登録団体研修 

 2)自主グループ支援 

3)協賛事業、後援事業、協力事業 

 4)市民活動のネットワーク形成・交流 

   ①ＥＳＤとよなか連絡会議 

   ②とよなかの市民活動・共同デスク実行委員会 

③男女共生教育連絡会議（仮称）準備会 

 5)自習室Myすてっぷ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多目的コーナーでパフォーマンスをする登録団体        ワンテーブルショップの様子（多目的コーナー部分） 
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３．男女共同参画推進のための講座等の開催及び啓発事業 
 
性別に関わりなく一人ひとりが個性と能力を発揮して多様な生き方が選択できる社会、誰もが大切

にされる社会をめざし、講座や啓発事業を行う。地域の課題、市民一人ひとりの課題の解決に向けて、

役員も一丸となって事業を実施した。 

 

（１）事業の概要（p22の講座実施実績一覧参照） 

 

①市民との協働企画事業 

②男女共同参画に関する学習 

③女性の技術・資格取得支援 

④女性の自立支援 

⑤文化の創造表現 

⑥心とからだ・性の健康関連 

⑦女性活躍の推進 

⑧アウトリーチ（地域啓発） 

 

 

（２）取り組み概要 

 

【基本方向１】テーマを掘り下げ年間をとおして学べる場づくり 

主な取

り組み 

(該当

講座) 

・男女共同参画週間事業講演会 

・すてっぷ創設15周年記念講演会 

・すてっぷゼミナール2016 

・毎日がしんどい女子の講座（自主事業を含む） 

・転職カフェ 

成 果 ・女性のエンパワーメントを年間テーマに男女共同参画週間事業講演会やゼミナールを実施 

・ゼミナール番外編の実施が第２次豊中市男女共同参画計画パブリックコメントの応募につ

なげた 

・講演会や講座終了後のおしゃべり会や交流会での参加者の活発な意見交換 

・15周年記念講演会に市民だけでなく市職員、市議会議員、他機関職員も参加 

課 題 ・連続講座に参加者が続けて出席しやすい工夫 

・他機関連携による企画の充実と広報の広がり 

・事業実施をとおして把握したことを積み上げ、効果的な広報手段での発信を検討 

・継続的な交流を促す場の提供 

 

【基本方向２】女性の就労支援を総合的に取り組む 

主な取

り組み 

(該当

講座) 

・働く女性スキルアップ講座PART1～PART3 

・ゼミナール2016のテーマに労働法政策や社会保険を設定 

・TOEIC講座 

・転職カフェ 

・福祉の就職フェア＆お仕事セミナー 

・わたし、ハンターになりました 

成 果 ・すてっぷの就労支援事業の認知度向上 
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・シングルマザー優先枠設定でのひとり親家庭の就労支援 

課 題 ・就労継続支援という観点で、働く女性のニーズに沿った事業実施 

・シングルマザー優先枠の継続 

 

【基本方向３】生きづらさ、働きづらさを抱える若年女性に向けた年間通しての取り組み 

主な取

り組み 

(該当

講座) 

・毎日がしんどい女子の講座（自主事業を含む） 

・若年女性を対象とした市民企画委員募集 

・おとな女子服交換パーティ実施に向けた若年女性の市民企画委員会議 

・おとな女子服交換パーティの準備と運営 

成 果 ・連続性のある講座実施で参加者の関係づくり 

・講座参加者の市民企画委員への応募 

・市民企画委員のおとな女子服交換パーティ運営に伴う多様な人との交流 

・居場所は精神的な支えになる（職場と自宅以外の安心できる場、広い意味の就労支援） 

課 題 ・2016年度の取組みを2017年度に継続し活動を定着化 

 

【基本方向４】地域に出向き参加する、「女性と防災を考える会」の継承 

主な取

り組み 

(該当

講座) 

・知ろう、そなえよう！女性と防災 

・自治会への講師派遣 

成 果 ・防災頭巾づくりで災害時を具体的にイメージできた 

・「女性と防災を考える会」の協力で講座を実施し関係を継続 

課 題 ・「女性と防災を考える会」委員との連携を継承するための具体的な方法 

 

【基本方向５】親しみやすいツールで男女共同参画を考える 

主な取

り組み 

(該当

講座) 

・すてっぷシネマ＋おしゃべり会を実施 

・ＣＭと多様な性 

成 果 ・すてっぷシネマ上映後のおしゃべり会での参加者の活発な意見交換 

・メディアを使って男女平等教育に取り組みたいという教職員のニーズの掘り起こし 

課 題 ・親しみやすさの中にどのように男女共同参画の視点を組込むか 

・学校関係者のニーズに応えるテーマ設定 

 

【基本方向６】関連団体と連携し若者へアプローチ 

主な取

り組み 

(該当

講座) 

・すてっぷフェスタ2017講演会と若者支援団体活動紹介の連携展示 

・若年女性の市民企画委員によるおとな女子服交換パーティ 

・大学院生ボランティア受入れ（下期） 

成 果 ・すてっぷフェスタ2017講演会と若者支援団体活動紹介の連携展示の呼びかけによって新た

な団体とつながった（掲示協力15団体、講演会当日出店協力6団体） 

・おとな女子服交換パーティへのこれまですてっぷを利用したことのない若い世代の参加 

・ボランティア大学院生による事業協力（CUL受入れ時の特別講座やすてっぷフェスタ2017



21 
 

講演会の広報など） 

課 題 ・事業実施後も若い世代がすてっぷと関わる具体的な方法の検討 

・新たにつながった他機関や他団体との更なる連携 

 

【基本方向７】地域に出向き、認知度を高める 

主な取

り組み 

・市民団体、企業、学校等への講師派遣 

・職員が講師となる出前講座 

・地域イベントへの参加 

成 果 ・講師派遣（教育機関7件、他市センター1件、地域2件、国1件） 

・地域イベント参加（2件） 

課 題 ・地域に出向いての出前講座のＰＲ活動に取り組む 

・地域イベントへは職員体制も考慮し無理のない範囲での参加 

・若者向け講座プログラムの開発 
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（３）講座等の開催及び啓発事業実施状況（詳細は附属明細書を参照） 

■指定管理事業  

№ 

主催 

・ 

共催 

事業名 

指定管理仕様書の柱 

①
市
民
と
協
働
し
た 

企
画
の
推
進 

②
男
女
共
同
参
画
に 

関
す
る
学
習 

③
女
性
の
技
術
、
資
格 

取
得
支
援 

④
女
性
の
自
立
支
援 

⑤
文
化
の
創
造
表
現 

⑥
心
と
か
ら
だ
・
性
の 

健
康
関
連 

⑦
女
性
活
躍
の
推
進 

⑧
ア
ウ
ト
リ
ー
チ 

1 主催 
すてっぷシネマ「六月燈の三姉妹」 

        ●     
 

すてっぷシネマ・おしゃべり会 

2 主催 
働く女性スキルアップ講座 PART１  

仕事の効率をアップするエクセル・ワード 
    ● ●     ●  

3 主催 
働く女性スキルアップ講座 PART2  

仕事が進む！わたしのコミュニケーション術 
      ●     ●  

4 主催 
毎日がしんどい女子の気持ちを伝えるミニレッ

スン 
      ●        

5 主催 毎日がしんどい女子のアロマでリラックス   
 

  ●   ●    

6 主催 

男女共同参画週間事業 講演会 

働くこと生きることをあきらめない社会をめざ

して～女性活躍を考える 

  ●         ●  

7 主催 
すてっぷ創設 15 周年記念講演会 

豊中における男女共同参画とすてっぷの役割 
  ●            

8 主催 
すてっぷゼミナール２０１６ STEP１ 

もっと働きやすく！ わたしの声で変えていく 
  ●         ●  

9 主催 
すてっぷゼミナール２０１６ STEP２ 

働く自分を守る！ わたしを支える社会保険 
  ●   ●     ●  

10 主催 
すてっぷゼミナール２０１６ STEP３ 

もう我慢しない！ 働きやすい職場づくり 
 ●   ●   ● ●  

11 主催 
すてっぷゼミナール２０１６ STEP４ 

わたしも言いたい！ 女性のための政策づくり 
● ●         ●  

12 主催 
すてっぷゼミナール２０１６ 番外編 

"パブコメ"にチャレンジ！ 
● ●         ●  

13 主催 TOEIC 講座   ●      

14 主催 そなえよう、知ろう！女性と防災 ● ●       

15 主催 CM と多様な性～メディアと私たちの暮らし  ●   ●    

16 主催 すてっぷフェスタ２０１７（講演会・交流会） ● ●         ●  

17 主催 市民企画委員（事業会議） ●   ●     

18 主催 おとな女子服交換パーティ ●   ●     

19 共催 両親教室   ●   ●      ●  ● 

20 共催 転職カフェ    ●   ●  

21 共催 福祉の就職フェア＆お仕事セミナー       ●     ●  

22 共催 わたし、ハンターになりました   ● ●   ●  

23 － アウトリーチ        ● 

 



※無回答をのぞく

2016年度指定管理事業　講座参加者状況

＜満足度＞＜地域＞

＜年代＞＜性別＞
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４．男女共同参画の推進に関する調査及び研究事業 
 

 

就労支援、就労継続支援は継続して取り組む重点課題である。地域の課題も踏まえ、今年度の調査

研究事業は研究会形式の 2 年にわたる「女性の労働に関する調査研究事業」の 1 年目として、以下の

ように事業を進めた。 

  

 

（１）事業の概要 

1)テーマ 

 シングル女性の仕事と暮らしのニーズ調査 

2)背景 

・女性の単身世帯率、非正規雇用割合や生涯未婚率の増加 

・2014 年度から実施している若年女性事業等を通して、若年シングル女性の「生きづらさ」

「しんどさ」を把握してきた 

・2016 年度に横浜と大阪市の男女共同参画センターが実施した調査により、これまで見過ごさ

れてきた中年シングル非正規女性の問題が注目を集めた 

3)目的 

・若年女性事業等で気づいた問題をより具体的に把握するために、シングル女性の暮らしと仕

事のニーズについての課題発見型の調査を行う 

・調査結果から課題を広く共有するような今後の事業企画や豊中市への問題提起にもつなげる 

 

（２）研究会メンバー 

・財団理事長、常務理事兼事務局長、財団理事、相談主任、（事務局）講座主任、講座職員 

 

 

（３）事業実施状況 

1)研究会 

第1回 2016/12/19(月) 

10:00～12:00 

・ゲストスピーカー報告 

「シングル女性取材の観点と明らかになった現状および課

題」花房吾早子（朝日新聞記者） 

・調査目的と対象の確認、調査方法と進め方やスケジュール

等の検討 

第2回 2017/2/20(月) 

14:00～16:00 

・先行研究にもとづく調査票の項目検討 

第3回 2017/3/18(土) 

13:30～15:30 

・調査のねらいと方法の再検討 

・調査の進め方、スケジュール等の見直し 

2)先行研究の文献リスト作成 

3)既存の統計から関連データの有無を調査 

4)調査方法 

・グループインタビュー形式の調査方法 

（当初、調査方法としてアンケート調査を予定していたが、数年にわたる若年女性事業等

の質的データの蓄積をより活用できる調査方法に変更） 
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５．性別に起因する人権の侵害及び悩みに関する相談事業  
 
男女共同参画社会形成の拠点施設における相談事業として、ジェンダーの視点を敏感に持ち相談を

行う。複雑化する社会の中で相談者が生き抜いていくために、自らの力を引き出すエンパワーメント

支援の観点で、自己を肯定しながら自ら問題解決できるように支援を行う。地域に開かれた安心して

話すことができる「女性のための相談室」としての役割を果たす。また、多様な相談メニューを通じ

て女性が働く、働き続けながら社会に参画、活躍の場を広げられるよう支援した。 

 

 

（１） 事業の概要 
１)相談体制（2016年度）P.27 

２)週間相談スケジュール(2016年度) P.28 

 

 

（２）取り組み概要 
 
【基本方向１】生きづらさをかかえた女性の総合相談窓口 
・高いサービス水準と電話夜間枠の増設 
 
 

主な取

り組み 

・面接120枠、電話時間108時間（確保すべきサービス水準 5種類以上面接相談 100枠/月） 

・相談メニューについて時間設定の多様化を図り、広報促進 

・子育て中の女性が保育つきで相談できる面接相談枠を開設 

・働く女性のための電話相談を夜間・土曜日に開設 

・デートDV、特別期間デートDVホットラインは、若年層がよく利用するSNSで発信 

成果 ・保育つき面接相談・就労相談で、対象者に安心して相談を受けてもらえるようになった 

・相談時間設定を拡げ、働く女性や子育て中の女性等各世代が相談に繋がりやすくなった 

・夜間の電話相談では、仕事と家庭の両立や職場での悩みの相談が寄せられている 

課題 ・今期総相談件数が減少傾向 

・各世代により効果的な広報媒体が異なり、相談したい人にきちんと届くよう工夫が必要 

 
【基本方向２】自らの意思で働きたい、働き続けたい女性の相談窓口 
・自らの意思で働きたい、働く女性が利用しやすいように相談体制の再編成を行い、広報を
進める。 
 

主な取

り組み 
・「働く女性のための生き方電話相談」を月曜・木曜夜間、第1土曜に開設（再掲） 

・「働く女性のちょこっと相談」と「労働相談」の相談日程を調整 

・「働く女性のちょこっと講座&相談」を市内3か所で実施 

・労働・就労に関する相談のわかりやすい総合チラシを作成 

成果 ・新規開設の「働く女性のための生き方電話相談」で働く女性の相談に対応 

・急を要する労働問題の相談に対応するため相談日程を今期調整、相談件数は増加傾向 

・「働く女性のちょこっと講座&相談」は地域別にテーマを絞って千里・庄内・すてっぷで

実施、個別相談にも対応 

・働く女性・働きたい女性に対する総合相談窓口としての周知を行った 

課題 ・経済情勢の影響もあり就労相談件数が減少 

・生き方の多様化に対応できる女性の就労支援が求められ、他機関との連携も必要となる 
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【基本方向３】困難ケースへの対応 
・ＤＶ相談を通じ、事務局を中心として相談室及び地域や関係機関との連携によるさらなる
総合的サポート体制強化をめざす。 
 

主な取

り組み 
・研修・関係機関との学習会による事務局の対応・コーディネート力の向上 

・スーパーバイズ研修を始めとする相談員研修の充実による相談の質の向上 

・困難ケースへの円滑な対応をめざし、豊中市各機関との関係構築 

成果 ・互いの業務理解と連携の取りやすい関係構築をめざし豊中市福祉事務所と学習会を実施 

・ＤＶ相談と実際の支援業務について理解を深めるため内部学習会を実施 

・相談員・相談事務局員を対象に、スーパーバイズ研修を実施 

・各種ネットワーク会議に参画 

課題 ・困難ケースの対応には関係部署の相互理解が必要であり、今後も学習会等の実施が必要 

・相談員ならびに事務局員の資質向上のため、今後もスーパーバイズ研修の実施が必要 

 
【基本方向４】相談から見える課題を把握し発信する 
・相談件数・内容を分析し、課題やニーズを明らかにして、相談・情報・講座事業での女性
支援に活かす。 
 

主な取り

組み 

・相談件数・内容分析を整理して課題を共有・発信 

・相談者の課題解決に近づくために、相談・情報担当の連携促進 

成果 ・相談室月次レポートを作成、豊中市人権政策課および内部で情報共有 

・増加傾向にあるパートナー間の「モラル・ハラスメント」を盛り込みＤＶ連作パネルを

情報担当者と連携して新規作成、11月にパネル展を実施、周知・啓発に励んだ 

・「モラル・ハラスメント」と需要の多い「離婚」に関するグループ相談会を実施 

・講座事業内で相談を案内、グループ相談会やカウンセリング、就労相談につながった 

課題 ・個々に寄せられる相談を社会的な課題として捉え、広く継続して発信する必要がある 

・統計上位にはあがってこない相談内容にも焦点をあて、取り組んでいくことも必要 

 
 
＜附属明細書> 
 
１）「女性に対する暴力をなくす運動」期間のパネル展示 
２）働く女性のちょこっと講座＆相談 
３）2016 年度（平成 28 年度）グループ相談会連続 3回 

「モラハラ離婚?!～その前に知っておきたい法律とお金～」 
４）関係機関とのネットワーク形成、相談員ならびに相談事務局員の資質向上 
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１)相談体制(2016 年度) 

相談種別 手法 相談員 
枠数

／月 
機能・役割・特徴 

常

 

設

 

相

 

談 

女

性

の

生

き

方

総

合

相

談 

電話相談 

電話 

社会福祉士、
カウンセラー
等 

84 

時間 

匿名で利用できる相談としてニーズが
高い。相談の入り口としての役割を担
い、必要に応じ面接カウンセリングや
専門相談につなぐ。 

働く女性のための 

生き方電話相談 

16 

時間 

昼間や平日に利用できない働く女性の
ために夜間、土曜日の電話相談 

面接相談 

面接 

臨床心理士、社

会福祉士、カウ

ンセラー等 

74枠 

完全予約制・１回50分。同じ相談員に
よる継続相談が可能。共に考えながら
自己決定につながるよう支援する。必
要により専門相談にもつなぐ。 

土曜 

面接 
臨床心理士 3枠 

第1土曜日に、仕事などで平日カウン
セリングが利用できない人のために
開設する面接相談。 

専 

門 

相 

談 

法律相談 面接 弁護士 9枠 

ひとり１回30分のみ。具体的方策をす
ぐに必要とするケースでの利用に適
している。事務局等による事前相談で
課題を整理したうえで利用する。 

からだと性の相談 面接 専門相談員 2枠 

更年期等の女性特有の心身の不調、増
加傾向にあるイライラやうつ状態等
に関して、適切な助言や機関の情報提
供を行い心身回復への道筋をサポー
トする。電話または面接相談。 

Ｄ
Ｖ
専
門
相
談 

ＤＶ相談 面接 専門相談員 20枠 

ＤＶからの自立支援のために、利用で
きる制度の情報提供と問題解決のた
めの助言を中心に行う。心理的サポー
トの必要な場合は面接相談につなぐ。 

デートＤＶ 

ホットライン 
電話 事務局員 8時間 

主に若年女子を対象とし、専用の携帯
電話番号を利用することにより、毎月
特定日に気軽に相談できる相談窓口
を開設する。 

労
働
・
就
労
相
談 

労働相談 
電話 

・面接 

社会保険 
労務士 4枠 

解雇・残業手当・労働契約など働く女
性が直面する多様な問題の解決のた
め、情報提供も併せて支援を行う。 

働く女性の「ちょこ

っと相談」 
面接 

労働問題専門家 

社会保険労務士 

妊娠･出産･介護の他労働問題全般において、
女性が就労継続できるよう、課題の解決に向
け支援を行う。第1木曜・第3土曜、予約不要。 

就職準備相談 面接 
キャリアコンサ

ルタント 
8枠 

子育てとの両立に対する不安等を抱
えるキャリアの中断がある再就職層
が中心。必要に応じて、就職活動相談
との連携も行う。 

特
別
相
談 

特別期間デート 

ＤＶホットライン 
電話 事務局員 

若年層を対象とした相談で、夏・冬・春休み
期間中・ＤＶ防止月間等に開設する。 

グループ相談会 面接 専門相談員 
統計から見える課題をテーマに、同じ悩みを
抱える女性 10 人程度の少人数制で実施する。 

事務局相談 
電話 

・面接 
事務局員 

予約時のインテーク機能を活かし、おもに困
難ケース相談者の課題整理・事前相談を行う。 

※相談員は全て女性、相談は無料。 
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２)週間相談スケジュール(2016 年度)  

★豊中市くらし支援課と共催、相談員は地域就労支援センターコーディネーターが担当 

※水曜・日曜・祝日・第 5週目・年末年始の相談はなし  

 月 火 木 金 土 

女
性
の
生
き
方
総
合
相
談 

電話相談 

10:00～17:00 
(第 1・第 3) 
13:00～17:00 
(第 2・第 4) 

10:00～17:00 13:00～17:00 10:00～17:00  

働く女性の

ための生き

方電話相談 

18:00～20:00 
(第 2・第 4) 

 18:00～20:00  
第 1 

10:00～15:00 

面接相談 

18:00～20:00 
(第 1・第 3) 
10:00～12:00 
(第 2・第 4) 

 
10:00～20:00 
(第 1・第 3) 
10:00～17:00 
(第 2・第 4) 

 

 
10:00～20:00 

(第 1 ) 
10:00～17:00 
(第 2 ～第 4) 

 

10:00～17:00 
第 1 

10:00～14:00 

専
門 
相
談 

法律相談    

第 1・第 2 
10:00～12:00 

第 3 
18:00～20:00 

 

からだと
性の相談 

    
第 3  

（電話・面接） 
10:00～12:00 

Ｄ
Ｖ
専
門
相
談 

ＤＶ 
相談 

 10:00～17:00    

ﾃﾞｰﾄ 
ＤＶ 
ﾎｯﾄﾗｲﾝ 

 
第 4 

10:00～20:00 
   

労
働 
・
就
労
相
談 

労働 
相談 

 
第 4 

18:00～20:00 
  

第 2 
10:00～12:00 

働く女性の

「ちょこっ

と相談」 
  

第 1 
17:00～20:00 

 

第 3 
13:30～17:00 
（偶数月第 4
週目には両親
教室参加者対
象に実施） 

就職 
相談 

準備相談 
第 1・第 2 
10:00～12:00 
第 3 
18:00～20:00 
第 4 
14:00～16:00 

  

★活動相談 
10:00～13:00 
 
第 5週目相談あり 
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（３）事業実施状況 
 
１)生きづらさをかかえた女性の総合相談窓口 
 

・実施件数は1,771件（うちDV 354件）  
 
図表１ 相談種別ごとの実施件数 (2016年4月1日～2017年3月31日) 
 

相談種別 手法 

実施件数 

実人数 相談内容例等 
 

うち

DV 

常
設
相
談 

女性の生き方総合相談 

 

電話 602 48  

ＤＶ、離婚、夫婦関係、親
子関係、子育て、喪失の悲
しみ 

働く女

性電話 
55  7  

仕事と家庭の両立、職場の
ストレス、休職からの復帰 

面接 619 117 182 

ＤＶ、離婚、結婚、夫婦関
係、育児不安、親子関係、
人間関係 

専門相談 

法律相談 面接 69 8 68 
離婚、財産分与、年金分割、
養育費 

からだと性の相談 

電話 4 0  
更年期、骨粗鬆症、子宮筋
腫、性について 

面接  3 0 3 

ＤＶ専門 

相談 

ＤＶ相談 面接 50 40 46 
一時保護など情報提供、住
基支援措置、通所証明 

デートＤＶホット 

ライン 
電話 0 0  

デートＤＶ（交際相手から
のＤＶ） 

特別期間デートＤＶ
ホットライン 電話 3 1  

デートＤＶ（交際相手から
のＤＶ）、年4回特別期間 

労働・就労 

相談 

 

労働相談 

電話 

または

面接 

28 1 26 

社会保険、年金、雇用保険、
職場でのいじめ、傷病手
当、退職勧告、パワハラ、
転籍、扶養の範囲  

働く女性のちょこっ
と相談 面接 90 0 85 

産休・育休制度、妊娠中の
通勤緩和、労働条件、保育
所入所、退職について 

就職準備相談 面接 33 1 31 
再就職、転職、資格取得、
職業訓練、自立のために 

事
務
局
相
談 

相談及びケ

ースコーデ

ィネート 

事前相談 

電話 111 93 

 

ＤＶ、離婚、住基支援、家
族からの暴力、知人からの
暴力、つきまとい、借金、
生活苦 
 

面接 13 7 

連絡調整、コーディ
ネート 

電話 

または 

面接 

90 30 

人権政策課、配暴センタ
ー、地域就労支援ｾﾝﾀｰ、子
ども未来部、福祉事務所 

その他  1 1 一時保護 

計 1,771 354   
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図表２ 2016 年度相談実績構成比 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【相談内容の内訳】 
・構成比は、①パートナー②暴力③パーソナリティの順で前年と同様である。 

・「パートナー」との関係の中で、「暴力」の一部であるモラル・ハラスメントにより自尊感情や自己

決定力の低下している相談者が目立った。（その影響で「パーソナリティ」「こころ・状態」も上位に。） 

・離婚や別居の相談にともない、「仕事(経済的自立)」や「子ども（親権・養育費）」も上位に入って 

いる。 

・時間をかけて相談を継続し、自らが気づいて課題に向き合えるようサポートを行っている。 
 
２) 自らの意思で働きたい、働き続けたい女性の相談窓口～就労・労働相談の実績 
 
①就職準備相談 
・結婚や出産のために退職した再就職希望者が比較的多い。 
・就職活動を始める前に資格取得やライフプランを考えたいという相談が多く寄せられている。 
・仕事と育児や家事の両立に不安を抱える相談者に、課題を整理しながら対応している。 
・別居や離婚に向けて面接相談や法律相談後に、経済的な自立に向けて利用する方も見受けられる。 
 
②就職活動相談 
・豊中市地域就労支援センターと共催で実施、今すぐ働きたい相談者に対応している。 
・豊中市在住または豊中市での就労希望者対象で、本人の事情や希望に沿って継続的にサポート。 
・別居や離婚に向けて面接相談や法律相談後に、経済的な自立に向けて利用する方も見受けられる。 
・今期相談件数は 21 件であり、内就職決定者は 6人、支援継続中 7 人、就職以外 8人であった。 
 
③労働相談（要予約 50 分） 
・労働問題全般の相談を電話・面接で受けている。 
・予約制ではあるが電話でも相談が受けられるので、来館しにくい相談者に活用されている。 
・今期の相談内容は、労働環境、職場のいじめ、社会保険や雇用保険などの制度、傷病手当、退職勧
告、年金、パワハラ、転籍について、など多岐に渡る。 

 
④働く女性のちょこっと相談（予約不要）詳細は附属明細書参照 
・働く女性が予約なしで気軽に立ち寄り相談できる個別相談として開設している。 
・労働問題に関して、産休・育休制度、労働条件・社会保険・年金・扶養の範囲など、幅広く対応。 
・法的根拠を元に、職場とどのように交渉すればよいか等の助言や提案も行っている。 
・豊中市健康福祉部保健所保健予防課母子保健センターとの共催「両親教室」でも相談ブースを開設
し、63 件の相談に対応した。 
・今年度は「ちょこっと講座＆相談」を市内 3か所で実施し、8件の個人相談につながった。 

 

 

N=2,695 

注：相談内容にはいろいろな問題が複雑に

絡み合っており、主訴が複数に渡ることが

多々あるので、相談件数とは異なる。 
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３) 困難ケースへの対応～ＤＶ被害者等への対応  
 

①事務局の役割 

・すべての相談に共通するが、相談者の状況や必要としているサポートを聴き取り、的確な相談につ

なげていくのが第一の役割である。緊急時は速やかに府や市の担当部署につないでいる。 

・複合的な課題を抱えている相談者が多く、課題解決に向けて関係各部署との連携が必須となる。 

・相談者に必要な情報提供ができるように、各種資料の準備や情報収集を随時行っている。 

 
②ＤＶ専門相談 
・ＤＶ専門相談は相談者の自立支援のために、仕組みや使える制度の情報提供や助言を行っている。 
・心理的サポートや自己決定までに時間を必要とするケースは面接相談で対応している。 

・ＤＶ被害者が住民基本台帳事務における支援措置を希望する場合、ＤＶ相談窓口としての機能を活

かし豊中市への協力体制をとっている。 

・住基支援に関しては、1年経過後延長を希望する相談者が多く、新規申請者と合わせて年々件数は増 

加している。年月を経ても暴力を受けていた時の恐怖や不安は続いていることが窺われる。 

 
図表３ 住民基本台帳事務における支援措置に関する意見付与に対する豊中市への協力 

 新規申請 延長 合計 

2016 年度 11 件 16 件 27 件 

2015 年度 8 件 13 件 21 件 

2014 年度 6 件 3 件 9 件 

 
③他機関との連携 
・ＤＶ専門相談につながる困難ケースに関しては、必要に応じて人権政策課や他機関との連携を行な

っている。 

 

図表４ ＤＶ相談での連携件数 (2016年4月1日～2017年3月31日) 
 

ＤＶ相談での連携 

すてっぷ

相談室の

他相談 

豊中

市 

配偶者 

暴力相談

センター 

民間シェ

ルター 
警察 

病院 

・医療 
その他 

件数 2 20 0 0 0 0 0 

 

 
④関係機関とのネットワーク 詳細は附属明細書参照 

・ＤＶ被害者支援連携ミーティングを実施、人権政策課とＤＶ被害者支援における課題や役割分担、

支援の方向性を共有・確認した。 
・関連機関と互いの理解を深めるため学習会を実施 
・相談に関わる市・関係機関の会議へ積極的に参加している。 

各種ネットワーク会議への参画については後掲（９．ネットワーク会議開催・参加状況） 

 
⑤相談員ならびに相談事務局員の資質向上 詳細は附属明細書参照 
・スーパーバイズ研修を実施 
・ＤＶ相談と実際の支援業務について理解を深めるため内部学習会を実施 

・事務局員の外部研修参加状況については後掲（１０．財団運営） 

 
４） 相談から見える課題を把握し発信する～相談内容から企画・実施 詳細は附属明細書参照 
 
①ＤＶパネル展の実施 
 
②グループ相談会の実施 
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６．一時保育  
 
すべての講座等に男女共同参画の視点に立った一時保育を付帯し、子育て中の女性・男性が参加し

やすいようサポートした。 
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７．男女共同参画の推進に関する会議・研修・催し等へのセンター施設提供

事業 

 

『とよなか男女共同参画推進センター条例』及び『とよなか男女共同参画推進センター条例施行規

則』に基づき、指定管理者として、とよなか男女共同参画推進センターすてっぷのホール・セミナー

室等の貸出施設、多目的コーナー、誰もが自由に利用できるロビー等を豊中市における男女共同参画

推進の拠点施設として管理し、市民や団体等の利用に供した。 

 

 

（１）事業の概要 
・センターの使用承認、その取消し、その他センターの使用に関する業務 

・センターの使用料徴収、減免及び返還に関する業務 

・センターの維持管理に関する業務 

 

1)貸出区分 

午前（9:00～12:00）、午後（13:00～17:00）、夜間（18:00～21:30） 

 

2)貸出料金 

使用目的により、目的使用及び一般使用の二種類の料金体系がある。 

①目的使用：男女共同参画社会実現のために使用する場合 

②一般使用：その他で使用する場合 

 

3)貸室利用申込 

だれでも利用可能ではあるが、条例における使用制限（営利を目的とする利用等）に抵触する使用は

できない。 

・窓口受付   9:00～20:00 

・電話受付   9:00～20:00（７日以内に窓口での使用料金支払いが必要） 

・申込受付開始日 

 

 

 

 

 

4)貸出施設 

＊セミナー室１及び２は、可動式パーテーションで仕切って利用できる。 

＊上記以外に、とよなか国際交流センターとの共用施設として、料理室、音楽健康づくりルーム、プ

レイルームが６階にある。 

目的使用 
すてっぷホール： 使用日の6カ月前の月の第1日曜日に抽選 

以降先着順 
その他の施設  ： 使用日の3カ月前の月の第1日曜日に抽選 

一般使用 
すてっぷホール： 使用日の5カ月前の月の第1日曜日に抽選 

その他の施設  ： 使用日の2カ月前の月の第1日曜日に抽選 

施 設 定 員 主な設備 

セミナー室 
ほか 
 

①  セミナー室１Ａ 20 

52 

音響・視聴覚設備一式・ホワイトボード 

②  セミナー室１Ｂ 16 ミニホワイトボード 

③  セミナー室１Ｃ 16 ホワイトボード 

④  セミナー室２Ａ 16 
32 

スクリーン・ホワイトボード 

⑤  セミナー室２Ｂ 16 ホワイトボード 

⑥  視聴覚室 42  音響・視聴覚設備一式・ホワイトボード 

すてっぷ 
ホール 

⑦  すてっぷホール 154  舞台・可動式客席・視聴覚設備一式 

⑧  楽屋１ 7  畳敷きスペース・洗面・ロッカー 

⑨  楽屋２ 3  洗面・ロッカー 
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5)その他の施設サービス 
 

 名 称 内 容 

有料 

印刷コーナー チラシ等の印刷に利用できる印刷機(製版300円/回、500枚まで) 

コピー機 白黒10円/枚、カラー50円/枚 

グループロッカー すてっぷ／国際交流センターで活動する団体が利用できるロッカ

ー(年度単位) 

コインロッカー 開館時間に当日中に限り利用できるコインロッカー(100円/日) 

特別倉庫 すてっぷで活動する団体が利用できる月極倉庫 

無料 

ロビー テーブルと椅子を設置した誰でも利用可能な打合せ等スペース 

キッズスペース ウレタンマットを設置した子どもの遊び場コーナー 

多目的コーナー 主催事業イベント、すてっぷ登録団体等による展示、市民展示 

授乳室 ベビーベッドを備えた簡易な授乳スペース 

印刷コーナー設備 紙折り機、裁断機、紙揃え機、作業台 

湯沸室 貸室利用者が使用できる設備（湯茶セット・電気ポット等） 

 

 

（２）取り組み概要 
 

指定管理者として、男女共同参画社会の実現に寄与するべく、常に施設効用の最大化を意識しなが

ら、以下に重点を置き、公正・公平な管理運営を行った。 

 

【基本方向１】貸室使用率60%維持、使用コマのうち男女目的利用割合70％維持 
 

主な取

り組み 

・目的利用個別相談会の継続実施による男女共同参画の裾野拡大 

・ホール内覧会/相談会の継続実施による利用促進 

・貸室附属設備及び備品の利用者向けマニュアルの整備 

・統計分析による現状把握 

成果の

指標等 

・貸室使用率【実績 62.4％】(楽屋除く) 

国際交流センター共用施設の利用コマ数を加算した場合の使用率【実績 73.8％】 

・目的利用割合【実績 71.3％】 

     構成比【すてっぷ/男女財団 52.7％】【登録団体 9.8％】【豊中市 4％】 

【その他目的利用 33.5％】 

・貸室利用人数【実績 57,993人】 

・新規システム利用登録【実績 64件】 

・目的利用個別相談の実施【実績 40件】 

・ホール内覧会/相談会の実施【実績 92件】 

・窓口予約取扱件数【実績 1,452件】 

・利用者向け設備諸マニュアル更新による利便性の向上 

・豊中市に納付したセンター使用料(還付分を除く)の取扱い金額【実績 8,719,910円】 

課 題 ・貸室夜間利用の促進、企業利用等の促進 

・国際交流センターとの施設相互利用促進のための運用見直し検討 

・時代遅れな貸室附属設備による利用者離れ対策 
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【基本方向２】「頼れる施設」として多様な利用者をつなぎ活性化へ 
 

主な取

り組み 

・窓口における利用者とのコミュニケーション促進 

・窓口における男女共同参画目的利用の事業企画サポート 

・国際交流センターとの施設相互利用に関する課題の洗い出し 

・自習室Ｍｙすてっぷ若年利用者のニーズキャッチ 

・多様な利用層へのセンター循環利用の働きかけ 

・貸室窓口OJTの強化による安定的なサービスの提供  

成果の

指標等 

・OJT強化による安定的な総合インフォメーション機能の推進 

・事業企画サポートによる新規貸室利用の定着及び誘致 

・新規来館者への循環利用コーディネート 

・登録団体による減免利用【実績 275コマ】 

・国際交流センターにおける男女共同参画目的利用【実績 719コマ】 

・自習室Ｍｙすてっぷ利用者の自習目的以外の施設利用【アンケートの実績 33％】 

・授乳室利用件数【実績 334件】 

・夜間17:30以降時間帯における窓口利用申し込み対応件数【実績 115件】 

課 題 ・多様なニーズに的確に応えるための一層の資質向上 

・市民活動拠点としての窓口サービス等の向上 

・目的施設としてのフリースペース等の活性化 

・若年利用者層の施設循環利用の促進 

 

【基本方向３】安心・安全・快適な施設運営をめざす 
 

主な取

り組み 

・エトレ防災センターとの連携による危機管理への取り組み 

・国際交流センターとの施設管理連携、委託事業者との日常的な情報共有 

・設備動作安全マニュアルの整備 

・施設老朽化による事故未然防止のための点検、修繕案件への対応 

成果の

指標等 

・主要な施設管理対応件数【実績 249件】 

・館内定期巡回数【実績 毎日4回】 

・貸室整備使用数【実績 172コマ】 

・清潔感に対する高い満足度の維持【利用者アンケートにおける満足度実績 90％】 

・エトレ防災センターとの保安業務連携強化による安心安全の推進 

・国際交流センターとの施設管理連携強化による共同対応の推進 

課 題 ・豊中市地域防災計画に基づく非常時における「すてっぷの役割」の具体化に向けた検討 

・大規模災害を想定した諸対策及び事業継続計画策定に向けた検討 

・危機管理体制の不備発見及び整備 

・施設老朽化による抜本的な設備更新 

・貸室運営作業の見える化 

 
 

（３）施設使用状況（2016年4月1日～2017年3月31日） 

 

1)施設の使用状況 

施設において主催事業を実施するだけではなく、男女共同参画社会実現のために活動する団体等に

対する施設提供事業を行っている。豊中市とのサービス水準合意書に基づき、目標を定め運営した。 



◆指定管理業務サービスレベル（ＳＬＡ）の評価項目および要求水準

◆2016年度　貸室使用率

6 室 1 室 7 室

全コマ
整備等
調整※

使用
コマ

使用率 全コマ
整備等
調整

使用
コマ

使用率 全コマ
整備等
調整

使用
コマ

使用率

4月 26 468 0 272 58.1 78 0 48 61.5 546 0 320 58.6

5月 27 486 0 254 52.3 81 -2 41 51.9 565 -2 295 52.2

6月 25 450 -2 280 62.5 75 -2 46 63.0 521 -4 326 62.6

7月 27 486 -1 285 58.8 81 -1 43 53.8 565 -2 328 58.1

8月 26 468 -12 295 64.7 78 -5 43 58.9 529 -17 338 63.9

9月 26 468 -12 315 69.1 78 -4 45 60.8 530 -16 360 67.9

上期 157 2,826 -27 1,701 60.8 471 -14 266 58.2 3,256 -41 1,967 60.4

10月 27 486 -7 274 57.2 81 0 48 59.3 560 -7 322 57.5

11月 25 450 0 277 61.6 75 0 57 76.0 525 0 334 63.6

12月 24 432 -40 282 71.9 72 -7 37 56.9 457 -47 319 69.8

1月 24 432 -10 283 67.1 72 -10 35 56.5 484 -20 318 65.7

2月 24 432 -10 261 61.8 72 -4 41 60.3 490 -14 302 61.6

3月 26 468 0 333 71.2 78 0 48 61.5 546 0 381 69.8

下期 150 2,700 -67 1,710 64.9 450 -21 266 62.0 3,062 -88 1,976 64.5

通期 307 5,526 -94 3,411 62.8 921 -35 532 60.1 6,318 -129 3,943 62.4

※整備等調整： 貸室内整備調整、工事、点検、棚卸等

全コマ
整備等
調整

使用
コマ

全コマ
整備等
調整

使用
コマ

率

4月 156 0 41 26.3 702 0 361 51.4

5月 162 0 20 12.4 727 -2 315 43.3

6月 150 -4 34 23.3 667 -8 360 54.0

7月 162 -1 24 14.9 726 -3 352 48.5

8月 156 -6 36 24.0 679 -23 374 55.1

9月 156 0 33 21.2 686 -16 393 57.3

上期 942 -11 188 20.2 4,187 -52 2,155 51.5

10月 162 0 26 16.1 722 -7 348 48.2

11月 150 0 53 35.3 675 0 387 57.3

12月 144 -12 20 15.2 589 -59 339 57.6

1月 144 -18 21 16.7 610 -38 339 55.6

2月 144 -2 23 16.2 632 -16 325 51.4

3月 156 0 36 23.1 702 0 417 59.4

下期 900 -32 179 20.6 3,930 -120 2,155 54.8

通期 1,842 -43 367 20.4 8,117 -172 4,310 53.1
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使用率

月

月
開館
日数

楽屋（２室） 全体（９室）

ホール以外
(セミナー室
・視聴覚室)

ホール
指定管理
SLA対象

(楽屋除く）

 貸室使用率55％ （うち男女共同参画目的割合65％）
 貸室使用率65％ （うちうち男女共同参画目的割合70％）
 貸室使用率60％維持 （うちうち男女共同参画目的割合70％）

　確保するべきサービス水準
　最高評価サービス水準
　2016年度のサービス水準目標値



◆2016年度　貸室（７室）使用目的別の状況

男女共
同参画
目的

登録
団体

市など
男女
財団

一般
国際交
流目的

4月 89 27 9 77 202 114 4 118 320 63.1
5月 81 24 5 85 195 100 0 100 295 66.1
6月 62 33 11 86 192 134 0 134 326 58.9
7月 86 24 3 87 200 121 7 128 328 61.0
8月 98 15 24 135 272 65 1 66 338 80.5
9月 70 22 6 152 250 109 1 110 360 69.4

上期 486 145 58 622 1,311 643 13 656 1,967 66.6
10月 72 19 5 111 207 109 6 115 322 64.3
11月 82 19 11 148 260 67 7 74 334 77.8
12月 76 28 12 165 281 36 2 38 319 88.1
1月 56 19 9 163 247 63 8 71 318 77.7
2月 77 24 8 115 224 76 2 78 302 74.2
3月 94 21 10 157 282 93 6 99 381 74.0

下期 457 130 55 859 1,501 444 31 475 1,976 76.0
通期 943 275 113 1,481 2,812 1,087 44 1,131 3,943 71.3
構成
比％

23.9 7.0 2.9 37.6 71.3 27.6 1.1 28.7 ― ―

◆2016年度　その他の活動指標（１）

4月 4 4月 5 4月 3 4月 42
5月 3 5月 6 5月 6 5月 42
6月 4 6月 5 6月 12 6月 44
7月 7 7月 6 7月 6 7月 52
8月 4 8月 7 8月 2 8月 39
9月 2 9月 11 9月 5 9月 50

上期 24 上期 40 上期 34 上期 269
10月 3 10月 16 10月 5 10月 45
11月 5 11月 9 11月 3 11月 77
12月 2 12月 6 12月 5 12月 99
1月 3 1月 9 1月 4 1月 84
2月 1 2月 8 2月 7 2月 96
3月 2 3月 4 3月 6 3月 49

下期 16 下期 52 下期 30 下期 450
通期 40 通期 92 通期 64 通期 719

件数 月 件数
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月 コマ数月 件数 月

使用
コマ
合計

指定管理
SLA対象：

男女共
同参画
目的の
割合％

男女共同参画目的

男女目的利用
個別相談会

ホール内覧会
／相談会

貸室ｼｽﾃﾑ
新規登録

国際交流ｾﾝﾀｰに
おける男女共同参

画目的利用

月

　　一般

使用
コマ計

使用
コマ計



◆2016年度　貸室利用人数

女性 男性 計 女性 男性 計 女性計 男性計 男女計

4月 1,925 914 2,839 2,185 1,583 3,768 4,110 2,497 6,607
5月 1,844 805 2,649 1,168 736 1,904 3,012 1,541 4,553
6月 2,008 367 2,375 1,152 998 2,150 3,160 1,365 4,525
7月 1,627 275 1,902 1,735 1,096 2,831 3,362 1,371 4,733
8月 2,051 642 2,693 711 534 1,245 2,762 1,176 3,938
9月 1,727 898 2,625 1,871 956 2,827 3,598 1,854 5,452

上期 11,182 3,901 15,083 8,822 5,903 14,725 20,004 9,804 29,808
10月 1,599 443 2,042 2,189 2,003 4,192 3,788 2,446 6,234
11月 2,436 405 2,841 1,435 1,046 2,481 3,871 1,451 5,322
12月 2,028 408 2,436 696 680 1,376 2,724 1,088 3,812
1月 1,852 260 2,112 909 912 1,821 2,761 1,172 3,933
2月 2,069 540 2,609 1,262 697 1,959 3,331 1,237 4,568
3月 2,112 405 2,517 1,311 488 1,799 3,423 893 4,316

下期 12,096 2,461 14,557 7,802 5,826 13,628 19,898 8,287 28,185
通期 23,278 6,362 29,640 16,624 11,729 28,353 39,902 18,091 57,993

◆2016年度　その他の活動指標（２）

4月 15 88 4月 13 4月
5月 11 129 5月 16 5月
6月 8 114 6月 26 6月
7月 11 131 7月 43 7月
8月 26 358 8月 34 8月
9月 5 89 9月 28 9月

上期 76 909 上期 160 上期
10月 9 159 10月 31 10月
11月 7 61 11月 22 11月
12月 14 141 12月 39 12月
1月 11 162 1月 24 1月
2月 8 148 2月 34 2月
3月 13 141 3月 24 3月

下期 62 812 下期 174 下期
通期 138 1,721 通期 334 通期

1,447,780

38

1,274,640
289,770

3,860,930
8,719,910

714,140

767,940
680,480
719,480
562,780
680,520

4,858,980
635,700
679,040
267,640

目的利用 一般利用 合計
月

金額(円)月 開催日数

自習室Ｍｙすてっぷ
利用状況

人数

授乳室
利用状況

月 件数

豊中市へ納付したセンター使用
料取扱金額(還付分を除く）

月
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（４）視察等の受入れ状況 

 

実施日 団体名等 人数 主な内容／テーマ 

2016/6/17(金) 豊中市立第五中学校（1年生） 14 校外学習 

2016/10/1(土) 

～2017/3/31(金) 
大阪大学未来戦略機構第五部門 1 

公共サービスラーニングとし

ての大学院生受入れ 

2016/10/27(木)、

28(金)   
豊中市立第十一中学校 3 中学生地域体験学習 

2016/11/7(月) 天理市くらし文化部男女共同参画課 19 
すてっぷ事業、女性と防災の

取り組み、施設見学 

 

 

（５）施設・設備等の維持及び安全管理 

 

1) 施設の維持・安全管理  

＜主な対応実績＞ 249件  ※詳細は附属明細書に記載の通り。 

 

2) 備品管理  

＜備品台帳掲載の所在確認作業＞ 1,022件 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◆多目的コーナーにおける「すてっぷ防火・防災展示」2016/10/1～10/31 

子どもが楽しく学べるように工夫 すてっぷ防火設備と火災に関するミニ知識 
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８．自主事業（受託事業を含む） 指定管理外 
 

とよなか男女共同参画推進センターすてっぷ指定管理業務における自主事業は、豊中市におけ

る男女共同参画の推進に寄与する事業をいい、他団体等からの受託実施であるか否かは問わない

ものとしている。このうち、受託実施のものについては、受託事業の表示をしている。 

 

（１）事業の概要 

 

自主事業  ①自主事業（受託事業を除く） 

②受託事業 

 

 

（２）自主事業の取り組み概要 

 

1）15周年記念事業 （附属明細書 自主事業1参照） 

主な取

り組み 

(該当

講座) 

交流会「男女共同参画をすすめる人びとのつながりを深める」（参加者 90 人） 

成 果 ・財団に関わる様々な人々の参加による有意義な交流及び情報交換 

課 題 ・財団の取り組みに関する多方面への発信 

 

2）生きづらさ、働きづらさを抱える若年女性に向けた年間通しての取り組み 

（附属明細書 自主事業2参照） 

主な取

り組み 

(該当

講座) 

・毎日がしんどい女子の講座（自主事業を含む） 

・若年女性を対象とした市民企画委員募集 

成 果 ・ほぼ毎月の講座実施で参加者の関係づくり 

・講座参加者の市民企画委員への応募 

課 題 ・交流を促す場の提供に加え、ゴール設定が必要（集まる意味付けや目標） 

・居場所は精神的な支えになる（職場と自宅以外の安心できる場、広い意味の就労支援） 

・2016年度の取組みを2017年度で継続し、参加者を増やすとともに活動の定着を図る 

 

3）シングルマザー支援〈学習啓発事業〉 （附属明細書 自主事業3参照） 

主な取

り組み 

(該当

講座) 

・子どもクッキング教室＆ママヨガ講座（女性会館協議会助成金事業） 

成 果 ・シングルマザーの暮らしのニーズに合致 

・ひとり親家庭児童の学習支援ＮＰＯ所属大学生の協力 

課 題 ・指定管理事業で同じ条件（参加費無料）での実施は、予算面で困難 

・今後も事業実施の際にシングルマザーの参加を促す工夫をする 

 

4）出張広報事業〈学習啓発事業〉 

主な取

り組み 

(該当

講座) 

・両親教室（中部保健センター）、働く女性のちょこっと講座（千里公民館、庄内公民館）

での広報 
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成 果 ・父親の育児への積極的な関わりを促し、母親の育児不安の軽減にもつながった。 

・ちょこっと相談の利用人数が前年度より増加した。（59件←38件） 

課 題 ・上映する映像資料をすてっぷの所蔵資料から提案する。 

 

 

5）冊子『働く女性のハンドブック』発行・配布〈相談事業〉（附属明細書 自主事業4参照） 

主な取

り組み 

・働く女性のちょこっと相談の蓄積を生かして、冊子『働く女性のハンドブック』発行・配

布 

成 果 ・ハローワークや保健センターなど関連機関での配布協力 

・働く女性のちょこっと講座などで財団職員が講師となって冊子を使用 

課 題 ・ＨＰへの掲載（作成部数に限りがあるので） 

・法制度変更に伴う随時改定 

 

 

（３）受託事業の取り組み概要 

 

他団体等から事業を受託し、就労支援、自立支援を中心に「働くためのスキルアップ、マインド

アップ」「自分は何のために働くのか」「生きにくさ、働きにくさ」等について考えながら、一人

ひとりの課題の解決をめざした。 

 

1）就労準備支援事業「パソコンコース」業務      （附属明細書 受託事業1参照） 

主な取

り組み 

(該当

講座) 

・エクセル検定のためのパソコンスキルアップ。自分の生き方や働き方を見直し男女共同参

画について学ぶプログラム 

 

成 果 ・エクセル検定の高い合格率（受験者34人中33人合格） 

・講座期間中の高い就職率（無職13人中8人就職） 

・毎回1人ずつ順番に3分間スピーチをしたことにより人前で話すことへの抵抗感が減った 

・検定直前に自習時間を設けたことが高い合格率につながった 

・エクセル以外の講座（労働法の基礎知識やすてっぷゼミナール）も、学ぶことで必要性が

意識された 

課 題 ・学習意欲を高めるために受講が就労とどう結びつくかを具体的に示す 

・エクセル以外の講座（労働法の基礎知識やすてっぷゼミナール）への関心を高める 

 

2）就労準備支援事業「すてっぷ職場実習」       （附属明細書 受託事業2参照） 

主な取

り組み 

(該当

講座) 

・豊中市地域就労支援センターに相談をしている就労困難層を対象とした職場実習 

 

成 果 ・実習を通じて就労に対する自己理解を深めてもらえた 

・豊中市地域就労支援センターに対して支援のための判断材料を提供できた 

課 題 ・さまざまな課題を持つ参加者への個別対応が求められる 

・参加者の状況にあわせて実習の頻度を増減する仕組みづくり 
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3）2016 年度地方創生推進交付金事業一億総活躍社会実現のための豊中市チャレンジ就労支

援事業～結婚・出産等で離職した女性の就労促進事業の実施準備 

 
【お仕事リターンズ・プロジェクト】         （附属明細書 受託事業3-①参照） 

主な取

り組み 

(該当

講座) 

1、短期集中講座（就活＆エクセル検定対策講座） 17人受講 

2、パソコン自習室 17人受講 

3、就活カフェ 29人受講 

4、個別相談（講座後）15人受講 

5、個別面談（相談室）2人受講 

6、Ｗｅｂ活用術講座 20人受講 

7、企業向けセミナー 26人受講 

事業参加延べ人数 126人 

成 果 ・就活準備、パソコン等スキルアップし就活への意欲を高め、11人が就職した。 

エクセル検定は全員合格。受講当初は「家庭の事情（保育所に入れない、受験、介護等）

ですぐには就活できない」という人が数名いたが、受講するなかで前向きになり就職した

人もいた。 

 

・仕事や生き方について「相談できる場所がある」ことを知り、活用した。 

講師による個別相談、ハローワーク千里中央の相談、とよなか地域就労センターの相談等

をとおして「一人で悩む必要はなく相談できる支援の場がある」ことを知ってもらえた。 

シングルマザーの事例をあげれば、就活カフェで相談→講師が職種を提案→ハローワーク

プラザ千里が希望職種の企業を探す→面接→合格と連携支援した。 

 

・仕事や生き方について話せる仲間をつくり、つながりを継続した。 

仲間をつくり、就活はもちろん、互いの日頃の悩み、困ったこと等を話せる場となった。

仕事の紹介、子育て情報の交換等、活発な交流が続いている。月一回のペースで定期的に

集まる会を開催し、つながりを継続している。 

 

・他機関と連携し、就職へつなげた。 

他機関（ハローワーク、とよなか就労支援センター等）と連携しながら出口へつなげた。 

 

・KPI（業績評価指数）を達成した。 

※KPI（お仕事リターンズ・プロジェクト、起業スターターズ・プロジェクト合計）…講座参

加者数100人、就職・出店数25人 

課 題 ・女性就労の現状、就労の壁となる課題について発信する。 

全員がパート、非正規雇用であり「正社員としては採用されにくい」という現状がある。

また困難（子どもが保育所に入れない、離婚、介護、子どもの健康、シングルマザー等）

を抱えているケースもあった。個別の課題についてはすてっぷ相談室へ。女性就労の現状

と課題については「女性活躍推進の課題」として発信していく。 

 

・プログラムにコミュニケーション、ライフプランを入れる。 

若年層は「働きにくさ、生きにくさ」を感じているケースが多く、これは社会的知識、経

験、対人能力等社会に対応するための経験不足からくるものと思われる。学びの場として
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コミュニケーション力、ビジネスマナー等の講座を強化する。 

中高年層は「自分の気に入った職があれば」「すぐに働く必要はない」「子どもの面倒をみ

たい」とう考え方の人が多かったが、同時に漠然とした将来への不安、焦りを抱えてもい

る。自分の生き方、働くこと、社会と向き合うことを考えながらライフプランを立てる講

座で対応する。 

 

・他機関と連携し支援を継続する。 

受講者全員の就職をめざし、他機関（ハローワーク、とよなか就労支援センター等）と連

携しながら出口支援を続ける。 

 

・交流の場を継続する。 

受講生が定期的に交流を図り、情報交換しながら仲間づくりができる場として就活カフェ

を定期開催する。 

 

 

【起業スターターズ・プロジェクト】         （附属明細書 受託事業3-②参照） 

主な取

り組み 

(該当

講座) 

1、プレ講座 40人 

2、女性の起業連続セミナー 35 人 

3、グループ相談、コワーキングスペース 66 人 

4、起業個別相談  12 人 

5、すてっぷ出店フェア 24 人 

事業参加延べ人数 177 人 

成 果 ・起業にあたって先輩起業家からの的確なアドバイスを受講生に伝えた。 

プレ講座では先輩起業家より「大企業がやらない面倒なことをやる」「コミュニケーショ

ンを大切にする」「人のつながりをつくる」等のアドバイスを受け、新しい視点を持つこ

とができた。 

 

・起業の基礎を学び、起業への意欲を高めた。 

起業と基礎を学べる講座構成とし、相談会でフォローした。各自の起業ビジネスモデル発

表では、講師から一人ひとりへのアドバイスもあり、各自の課題を整理することができた。

当初は何をしていいかわからなかった人も、周囲からの刺激もあり出店することができた。 

 

・テーマを絞って相談会を実施し、個別の課題を解決した。 

相談会では「企業プランのポイント」「女性起業家実例」「フェイスブック」等各会テーマ

を設けることによって、困っている人、興味のある人のニーズに対応し、受講者各自の課

題を解決していった。 

 

・すてっぷワンテーブルショップに受講者35人中24人が出店した。 

すてっぷワンテーブルショップは、チャレンジの場であり出店者同士の交流も深まった。

起業ビジネスモデル発表では、講師から一人ひとりへのアドバイスもあり、各自の課題を

整理することができた。 

・起業や生き方について話せる交流の場をつくり、つながりを継続した。 

フェイスブックで「すてっぷ起業スターターズ・プロジェクト」グループ（クローズ）を
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つくり37人が参加。講座参加者より「月一回のペースで集まり情報交換する会が欲しい」

という意見があり、自主グループ形成を検討。 

 

・他機関と連携した。 

起業アドバイザーとしてとよなか起業チャレンジセンターと連携した。 

 

・KPI（業績評価指数）を達成した。 

課 題 ・課題解決に向けて支援を継続する。 

起業への課題としては「販売先の確保」「資金の調達」「事業に必要な専門知識、ノウハ

ウ不足」があげられている。 

自主グループ、フェイスブック、起業チャレンジセンター等で情報収集し、課題解決へつ

なげる。すてっぷワンテーブルショップに参加し経験を積んでもらう。 

 

・働くこと、生きることを考えるライフプランの作成。 

子どもが小さいので就職を断念し起業を考えた人、仕事をしながらの起業希望者もいる。

起業するか再就職するか等は、個人のライフプランをつくって検討することができる「す

てっぷ相談室」等を案内する。 

 

・交流の場の方向性を決め、継続する。 

継続した支援、居場所づくりとして、毎月一回の集いの場、フェイスブックがある。方向

性、目的、内容を検討しながら継続していく。 

 

・ワンテーブルショップの会場演出、集客の工夫。 

17年度2回実施するワンテーブルショップへの集客方法、会場演出を検討。 

(9月は「すてっぷライブラリーまつり」「とよなか国際交流フェスタ」「ジャンプフェスタ」。

3月は「すてっぷフェスタ」と同日開催予定。) 
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９．ネットワーク会議開催・参加状況 
                           

 会議名 日時 主な内容 

1 特定非営利活動法人全国

女性会館協議会 

2016/11/25(金) 

,26(土) 

・特定非営利活動法人全国女性会館協議

会第60回全国大会in大阪（研修参加） 

2 大阪府内女性関連施設連

絡協議会 

2017/2/23(木) ・2016年度活動報告、2017年度活動計画 

3 豊中市防災会議 今年度開催なし ― 

4 豊中市ＤＶ防止ネット

ワーク会議 

2016/6/30(木) ・豊中市のDV対策の現状と取り組み、 

・庁外各機関におけるDV対策の現状と取

り組み 

5 豊中市ＤＶ防止ネットワ

ーク会議実務者会議 

2016/7/29(金) 

2017/1/26(木) 

・豊中市のDV対策の現状と取り組み 

・DV被害者支援にかかる課題について、

各担当者が日頃の業務で感じているこ

となどを書き出し、DV対策基本計画の

項目別に整理（ワークショップ） 

・ＤＶ被害者支援と支援者 

・援助者のためのセルフケア 

6 豊中市児童虐待防止ネッ

トワーク会議 

2016/6/3(金) ・ネットワーク会議の概要、2015年度活

動報告、2016年度予定、豊中市・大阪

府の現状 子ども専用フリーダイヤル

について、児童養護施設の誘致 など 

7 豊中市児童虐待防止ネッ

トワーク会議実務者会議 

2016/6/27(月) 

2016/11/22(火) 

・ネットワーク会議の概要、2015年度活

動報告、2016年度予定、豊中市・大阪

府の現状、豊中市における要保護児童

対策地域協議会の目的・構成 など 

・関わりの難しい保護者支援について 

8 豊中市子ども・若者支

援協議会実務者会議 

 

2016/6/2(木) 

2017/2/28(火) 

・「豊中市若者支援構想」（16.3.31）にもと

づき、16年度の取り組み内容の提案（「豊

中市版若者白書」、「実態調査」「若者支援

相談」などの実施） 

・「豊中市版若者白書」、「実態調査」実施

状況 

9 豊中市こども施策推進本

部連絡会議実務者会議

（家庭教育） 

2016/8/4(木) 

2017/2/6(月) 

・主旨、目的、昨年度の取組み状況、審

議会意見等、今年度の進め方、保護者

へのメッセージ発信方法の検討  

・保護者へのメッセージ発信実施状況の

報告 

10 豊中市子ども読書活動連

絡会 

2016/5/13(金) 

2016/6/3(金) 

2016/02/2(木) 

・説明会 

・「障がいのある子どもの読書環境につい

て」 

・「障がいのある子どもの読書環境」豊中

市内の取り組みなど 
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11 人権啓発市民ネットワ

ーク会議 

2016/6/27(月） 

 

・参加団体の紹介、情報交換 

・今後の取組みについて検討 

12 ＥＳＤとよなか連絡会

議 

2016/5/17(火) 

2016/7/12(火) 

2016/9/2(金) 

2016/11/4(金) 

2017/1/27(金) 

2017/2/24(金) 

・2015年度の振り返りと2016年度の活動

方針と内容検討 

・参加４団体（国流、じんまち、アジェ

ンダ21、すてっぷ）課題共有 

・参加３部局（人権政策課、生涯学習

課、千里文化センターコラボ）課題共有 

・子ども向けの取り組みに関する意見交

換（子どもに関して、各団体の問題、

課題、やりたいことなど） 

・子ども向けの取り組みに関する意見交

換（課題を解決するには） 

13 男女共生教育連絡会議

（仮称）準備会 

2016/5/23(月） 

2016/9/13(火) 

2016/12/5(月) 

2017/2/27(月) 

・協議会骨子案説明、2016年度の活動内

容検討 

・協議会骨子案検討、ＨＰ掲載内容の検

討、教科書を活用した男女平等教育など 

・協議会要綱確認、ＨＰ掲載内容の訂

正、教科書を活用した男女平等教育など 

14 とよなかの市民活動・

共同デスク実行委員会 

2016/4/28(木) 

2016/6/30(木) 

2016/9/23(金) 

2016/10/20(木) 

2016/12/15(木) 

2017/1/26(木) 

・壁新聞第18号について振り返り、第19

号の企画、情報交換 

・壁新聞第19号のテーマ、日程決定、情

報交換 

・壁新聞20号テーマ他 

・20号ふりかえり、WEB発信について 

・壁新聞21号テーマ他 

15 世界人権宣言豊中連絡

会議 

2016/11/3（木） ・世界人権宣言68周年記念豊中集会 

16 「ひと・まち・であい

夏まつり」実行委員会 

2016/5/13(金） 

2016/7/23(土） 

2016/9/1(木） 

・5中校区の轟公園で開催される夏祭りの

実行委員会 

・轟公園夏祭り 

17 地域福祉活動計画推進

委員会 

2016/11/9(水） ・第3期地域福祉計画の状況等 

18 大阪府内市町村におけ

る相談員及び相談事業

関係者ブロック別情報

交換・事例検討会 

2016/10/13(木） ・「女性相談・ＤＶ相談」対応情報交換 

・ＳＶからの助言・情報交換 など 

19 子育ち・子育て支援ネ

ットワーク子ども部会

克明校区連絡会 

2016/10/19(水) ・人とのつながりを感じていける環境づ

くり 
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１０．財団運営 

 

（１）組織体制 

 

1)役員等名簿                             2017/3/31現在 

 

（6人） 

 

 

                                 （6人） 

 

 

                                   （2人） 

 

評議員 御輿 久美子 
特定非営利活動法人アカデミック・ハラスメントをなくす

ネットワーク 代表理事 

評議員 小牧 規子 関西外国語大学 入試広報企画部 企画広報課 課長補佐 

評議員 永田 良昭 社会福祉法人かんでん福祉事業団 理事、評議員 

評議員 坂東 希 敬和学園大学 

評議員 伴野 多鶴子 豊中市地域教育協議会連絡会会長 

評議員 松尾 園子 弁護士 

理事長 林 誠子  

常務理事 

(事務局長兼務) 
西村 寿子  

理事 有田 典代 国際文化交流協会事務局長 

理事 浮穴 正博 大阪大谷大学、天理大学非常勤講師 

理事 古久保 さくら 大阪市立大学准教授 

理事 横川 亘 公益財団法人黒川古文化研究所 

監事 後藤 昌司 税理士 

監事 春井 徹郎  
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2)理事会開催状況 

 開催日時･場所等 主要な案件 

第１回 2016/5/9(月) 
13:00～14:50 

第1号議案 2015年度事業報告承認の件 

第2号議案 2015年度決算報告書承認の件 

第3号議案 2015年度公益目的支出計画実施報告書承認の件 

第4号議案 2016年度定時評議員会招集の件 

報告事項 代表理事及び常務理事の職務の執行状況の報告 

第２回 
(臨時) 

2016/6/23(木) 
10:00～11:20 

報告事項 代表理事及び常務理事の職務の執行状況の報告 

第３回 2016/10/24(月) 
18:30～20:15 

報告事項1 2016年度上半期事業報告 

報告事項2 2016年度上半期会計報告 

報告事項3 代表理事及び常務理事の職務の執行状況の報告 

第1号議案 2016年度第1回臨時評議員会招集の件 

第４回 2017/3/18(土) 
10:00～12:10 

報告事項1 2016年度下半期事業報告 

報告事項2 代表理事及び常務理事の職務の執行状況の報告 

第1号議案 2017年度事業計画案承認の件 

第2号議案 2017年度予算案承認の件 

第3号議案 2016年度第2回臨時評議員会招集の件 

 

 
3)評議員会開催状況 

 開催日時･場所等 目的事項 

定時 2016/5/26(木) 
18:30～19:45 

第1号議案 2015年度事業報告承認の件 

第2号議案 2015年度決算報告書承認の件 

第3号議案 2015年度公益目的支出計画実施報告書承認の件 

報告事項  2015年度法人運営報告 

第１回 

臨時 

2016/11/7(月) 
18:30～20:15 

報告事項1 2016年度上半期事業報告 

報告事項2 2016年度上半期会計報告 

第２回 

臨時 

2017/3/27(月) 
18:30～20:43 

報告事項1 2016年度下半期事業実施状況 

報告事項2 2016年度下半期法人運営報告 

第1号議案 2017年度事業計画案承認の件 

第2号議案 2017年度予算案承認の件 

 

 

4)寄附の受入れ （2016/4/1～2017/3/31） 

受入区分／内容 件 数 金 額 

ＤＶ被害者救済基金 2件   7,601円 

現 金 4件 310,000円 

合 計 6件 317,601円 
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5)事務局体制  

 

① 組織と人員配置                       2017/3/31現在（全24人） 

事務局長                             1人 

課 担 当 人員内訳 

総務課（8人） 

課長              1人 

主任              1人 

一般正職員            1人 

短時間正職員          1人 

パートタイム職員        4人 

事業課（15人） 

 課長(事務局長兼任)       1人 

情報（7人） 

副主幹              1人 

一般正職員           1人 

短時間正職員          1人 

継続雇用職員(短時間勤務)   1人 

パートタイム職員        2人 

臨時職員           1人 

相談（4人） 

主任              1人 

一般正職員                   1人 

パートタイム職員        2人 

事業（4人） 

副主幹            1人 

主任             1人 

一般正職員          1人 

パートタイム職員       1人 

 

②雇用形態 

   形 態 週勤務時間 人 数 

一般正職員 37時間30分 11人 

短時間正職員 30時間 2人 

継続雇用職員 30時間 1人 

パートタイム職員 22時間30分以内 9人 

臨時職員 30時間 1人 

 

③正職員の勤務シフト 

シフト 勤務時間 

 A' 8:45～17;15   (7.5時間勤務・休憩時間１時間含む) 

A 9:00～17:30   (7.5時間勤務・休憩時間１時間含む) 

B 12:00～20:30  (7.5時間勤務・休憩時間１時間含む) 

  B’ 13:00～21:30   (7.5時間勤務・休憩時間１時間含む) 

  C’ 8:45～15:30    (6時間勤務・休憩時間45分含む) 

C 9:00～15:45  (6時間勤務・休憩時間45分含む) 

D 13:45～21:30   (6時間勤務・休憩時間45分含む) 
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  D’ 14:45～21:30   (6時間勤務・休憩時間45分含む) 

E 10:45～17:30   (6時間勤務・休憩時間45分含む) 

 

 

6)事務局の会議開催状況 

 

① 運営会議 

 定例運営会議は毎月1回実施し、理事長出席のもとで主任以上の職員が集まり、財団運営全般の振

り返りを行いつつ、事業内容等について議論した。財団運営や事業の方向性を見極める場である重要

な会議として機能した。 

 開催日 主な議題 

1 2016/4/1(金)臨時 指定管理協定のサービス水準合意内容、2015年度事業報告書作成に向け

て、平成28年度すてっぷ登録団体事業助成金事業 

2 2016/4/19(火) 2015年度事業報告書案、15周年事業について、図書館システム等のリー

ス更改、情報誌内容の検討 

3 2016/5/17(火) 2015年度事業報告書案の検討、第2次豊中市男女共同参画計画中間見直

しについて情報共有、15周年事業について 

4 2016/6/21(火) リニューアル事業報告書案について、大学院生ボランティアの受け入

れ、職員研修の年間計画案 

5 2016/6/28(火)臨時 15周年事業の運営について 

6 2016/7/19(火) 臨時理事会報告、第2次豊中市男女共同参画計画中間見直し及びDV対策

基本計画改定への財団意見について、すてっぷフェスタ企画案、ライブ

ラリーまつり 

7 2016/8/16(火) 財団役職員ワークショップ、メンタルヘルス対策について 

8 2016/9/20(火) 2016年度上半期事業報告作成にあたって（意見交換）、すてっぷフェ

スタ講演会企画、2016年度調査研究事業企画案 

9 2016/10/11(火)臨時 半期事業報告案の内容検討 

10 2016/10/18(火) 第2次豊中市男女共同参画計画中間見直し及びDV対策基本計画改定素案

に対する意見、利用者アンケート内容検討 

11 2016/11/15(火) 男女共同参画審議会傍聴の情報共有、寄附金使い道について、ホーム

ページリニューアル案の検討、地方創生交付金事業について 

12 2016/12/20(火) 2017年度事業計画の方向性について、多目的コーナーについて、男

女共同参画審議会傍聴報告 

13 2017/1/12(木)臨時 2016年度振り返りと2017年度事業計画策定に向けて 

14 2017/1/17(火) 2017年度事業計画骨子の検討 

15 2017/2/21(火) 2017年度事業計画案の検討、2017年度予算案について 

16 2017/3/21(火) 理事会報告、多目的コーナーの使い方と登録団体ワークショップに

ついて、2016年度事業報告書策定スケジュール 

 

② 全体会議 

定例の全体会議は、ほぼ全職員が集まり毎月1回概ね最終火曜日に実施し、主に各担当からの事業

運営状況報告等について共有する場として機能した。 
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（２）財団職員の人材育成 

 

1)研修参加実績 

 

① 外部研修  27件  参加者延べ人数 40人 

② 内部研修   7件  参加者延べ人数 96 人 

 

＜実績一覧＞                                ＊は内部研修 

 研修日 人数 研修内容 主 催 

1 6/22(水)～24(金) 1人 女性関連施設相談員研修 国立女性教育会館 

2 7/12(火) 1人 人権問題事業者学習会 豊中市人権政策課 

3 7/20(水)21(木） 1人 
「男女共同参画事業に携わる方の

ための基礎・実践研修」 
全国女性会館協議会 

4 7/23(土) 1人 

「いま、この時代に働くこと生き

ること～ディーセントワーク実現

をめざして（Part1）  」 

フォーラム 労働・社会

政策・ジェンダー 

＊5 7/26(火) 15人 働くことは人生のセーフティネット 
一般財団法人とよなか

男女共同参画推進財団 

6 8/29(月) 2人 
他機関連携による包括的支援体制構

築に関する研修会 

豊中市市民協働部くら

し支援課 

＊7 8/30(火) 18人 
財団のあり方を考えるワークショッ

プ（市民協働） 

一般財団法人とよなか

男女共同参画推進財団 

8 9/6(火) 2人 

管理職・リーダーのための 部下を

伸ばす「叱り方・コミュニケーショ

ン力向上」講座 

公益財団法人21世紀職

業財団 

9 9/14(水) 1人 
Word Press（ワードプレス）によ

るホームページの作り方 

豊中市 都市活力部 

産業振興課 

10 9/22(木) 1人 ハラスメントセミナー アトリエエム株式会社 

＊11 9/27(火) 15人 
職場のメンタルヘルス対策としての

セルフケア、保健所の取り組み 

一般財団法人とよなか

男女共同参画推進財団 

＊12 10/25(火) 16人 ハラスメント防止 
一般財団法人とよなか

男女共同参画推進財団 

13 11/7(月） 1人 
多機関協働による包括的支援体制づ

くり研修～公開事例検討会 

社会福祉法人豊中市社

会福祉協議会 

14 11/17(木) 1人 

多機関協働による包括的支援体制づ

くり研修～個別支援を通じた地域づ

くり 

社会福祉法人豊中市社

会福祉協議会 

15 11/24(木) 1人 
公益・一般法人の書いて学ぶ経理実

務特別講習（中級） 
全国公益法人協会 

16 11/26(土) 3人 全国女性会館協議会第60回全国大会 全国女性会館協議会 

17 11/27(日) 7人 全国女性会館協議会第60回全国大会 全国女性会館協議会 

18 11/27(日) 2人 全国男性相談研修会 
大阪市立男女共同参画

センター中央館 
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＊19 11/29(火) 18人 障害者差別解消法と施設の役割 
一般財団法人とよなか

男女共同参画推進財団 

20 12/6(火) 1人 相談事例研究会 
一般財団法人大阪府人

権協会 

＊21 
12/6(火）、 

8(木) 
6人 

情報研修 

「人の集まるライブラリー」 

庄内図書館 

一般財団法人とよなか

男女共同参画推進財団 

22 12/9(金) 1人 
採用から退職まで一連に関わる法律

知識 
全国公益法人協会 

23 12/13(火) 1人 
Word Press（ワードプレス）による

ホームページの作り方 

豊中市 都市活力部 

産業振興課 

＊24 12/20(火) 8人 ハラスメント防止セミナー 
一般財団法人とよなか

男女共同参画推進財団 

25 
1/14(土) 

・15(日) 
1人 

VOICES AGAINST VIOLENCE（VAV）み

んなでつくる 差別と暴力のない世界 

全国指導者研修会 

公益社団法人ガールス

カウト日本連盟 

26 

1/13(金) 

～1/27(金) 

全5回 

2人 
お仕事リターンズ・プロジェクトWEB

活用術 

一般財団法人とよなか

男女共同参画推進財団 

27 1/16(月) 1人 
やさしく理解！基礎から学ぶ「区分

経理と配賦基準 
全国公益法人協会 

28 1/23(月) 1人 時代と共に変化する青少年の課題 
豊中市市民協働部 

くらし支援課若者担当 

29 2/2(木) 1人 多機関連携のワールドカフェ 
豊中市 市民協働部 

くらし支援課 

30 2/17(金) 2人 
管理監督者・職場リーダーのための

ラインケアセミナー 
中央労働災害防止協会 

31 3/6(月) 1人 
男性相談とDV加害者への対応につい

て―男性ジェンダーの視点から 

大阪府女性相談センタ

ー 

32 3/7(火) 1人 
理事会・総会・評議員会運営実務と

年間スケジュールの作成 
全国公益法人協会 

33 3/17(金) 1人 
第15回経営セミナー/小さなお店のＳ

ＮＳ発信のポイント 
産業振興課 

34 3/23(木) 1人 
再就職支援におけるキャリアカウ

ンセリング研修 

豊中市市民協働部  

くらし支援課 

 

2)受講状況のまとめ 

 

・専門機関の職員として仕事に必要な知識、技能を高めるための外部研修に職員を派遣した。 

・内部研修については、市民の悩みや課題解決に役立つ支援を行うことをめざし、労働基礎講座や施

策について（「障害者差別解消法と施策の役割」）研修を実施した。 

・職員向けに職場のメンタルヘルス対策としてのセルフケア研修やハラスメント防止研修を実施した。 

・役職員が参加してワークショップを実施して、市民活動支援の方向性を話し合った。 

 


